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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも１種のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を含むパーソナルケアまた
は家庭用ケア組成物であって、前記カチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体は、下限
５０，０００、および、上限１，０００，０００の重量平均分子量を有し、多糖類１グラ
ムあたり少なくとも０．００１ミリ当量のアルデヒド官能基の含量を有し、そして前記多
糖類の固体が１０重量％で、２５℃で下限３００ｃｐｓ、および、上限２，０００，００
０ｃｐｓのブルックフィールド粘度を有する、少なくとも１種のカチオン性酸化多糖類ま
たはそれらの誘導体を含み、
　該パーソナルケアまたは家庭用ケア組成物が、シャンプー、コンディショナー、シャワ
ージェル、液体石鹸、ボディ洗剤、整髪製品、髭剃り用ジェル／クリーム、ボディクリー
ナー、固形石鹸、スキンケアローション、サンケアローション、食器洗い用洗浄剤、ラン
ドリー用洗浄剤、織物用柔軟剤、および静電防止製品よりなる群から選択され、そして
　該多糖類がポリガラクトマンナン及びセルロースから選択され、そして誘導体成分がヒ
ドロキシエチル、ヒロドキシプロピル及びヒドロキシブチルよりなる群から選択される、
前記パーソナルケアまたは家庭用ケア組成物。
【請求項２】
下限０．００１、および、上限３．０のカチオン性の置換度（ＤＳ）を有する、請求項１
に記載の組成物。
【請求項３】
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前記多糖類は、ポリガラクトマンナンであり、グアールもしくはローカストビーンのいず
れか、または、それらの誘導体である、請求項１に記載の組成物。
【請求項４】
前記カチオン性成分は、第四アンモニウム化合物から選択される、請求項１に記載の組成
物。
【請求項５】
着色剤、保存剤、抗酸化剤、アルファまたはベータヒドロキシ酸、活性増強剤、乳化剤、
機能性ポリマー、増粘剤、アルコール、脂肪または脂肪族化合物、抗菌性化合物、ふけ防
止剤、ボリューマイザー、静電気防止剤、モイスチャライザー、整髪補助剤、ジンクピリ
チオン、シリコーン材料、炭化水素ポリマー、皮膚軟化薬、油、界面活性剤、懸濁化剤、
サンケア剤、および、それらの混合物からなる群より選択される成分をさらに含む、請求
項１に記載の組成物。
【請求項６】
前記成分は、アニオン性、疎水性修飾した、および両性アクリル酸コポリマー、ビニルピ
ロリドンホモポリマーおよびコポリマー、カチオン性ビニルピロリドンコポリマー、非イ
オン系、カチオン性、アニオン性および両性セルロース系ポリマー、アクリルアミドホモ
ポリマー、カチオン性、アニオン性、両性および疎水性修飾したアクリルアミドコポリマ
ー、ポリエチレングリコールポリマーおよびコポリマー、疎水性修飾したポリエーテル、
疎水性修飾したポリエーテルアセタール、疎水性修飾したポリエーテルウレタン、会合性
ポリマー、疎水性修飾したセルロース系ポリマー、ポリエチレンオキサイド－プロピレン
オキサイドコポリマー、キトサン、クレイ、および、非イオン系、アニオン性、疎水性修
飾した、両性、カチオン性多糖類、キトサン、スターチ、アルギン酸塩、コンニャクのゴ
ム、クレイ、ポロキサマー（ポリオキシエチレン／ポリオキシプロピレンブロックポリマ
ー）からなる群より選択される機能性ポリマー、および、それらの混合物である、請求項
５に記載の組成物。
【請求項７】
前記成分は、非イオン系、カチオン性、アニオン性および両性セルロース系ポリマーであ
り、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピル
メチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、疎水性修飾したカルボキシメチルセル
ロース、カチオン性ヒドロキシエチルセルロース、カチオン性疎水性修飾したヒドロキシ
エチルセルロース、疎水性修飾したヒドロキシエチルセルロース、疎水性修飾したヒドロ
キシプロピルセルロース、カチオン性疎水性修飾したヒドロキシプロピルセルロース、カ
チオン性カルボキシメチルヒドロキシエチルセルロース、および、カチオン性ヒドロキシ
プロピルセルロースからなる群より選択される、請求項５に記載の組成物。
【請求項８】
前記成分は、非イオン系、アニオン性、疎水性修飾した、両性およびカチオン性ポリガラ
クトマンナンであり、カルボキシメチルグアール、ヒドロキシプロピルグアール、疎水性
修飾したグアール、カルボキシメチルグアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウ
ム塩化物、グアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩化物、および、ヒドロ
キシプロピルグアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩化物、ヒドロキシブ
チルグアール、ヒドロキシブチルグアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩
化物、ヒドロキシエチルグアール、ヒドロキシエチルグアールヒドロキシプロピルトリメ
チルアンモニウム塩化物、および、ローカストビーンからなる群より選択される、請求項
５に記載の組成物。
【請求項９】
請求項１に記載のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を製造する方法であって、
（ａ）少なくとも１種のカチオン性多糖類またはカチオン性に誘導体化した多糖類と、前
記多糖類またはそれらの誘導体の重量平均分子量（Ｍｗ）とを、上限１，０００，０００
ダルトンに減少させる少なくとも１種の試薬とを反応させること、および、（ｂ）カチオ
ン性酸化多糖類を回収し、請求項１に記載のカチオン性酸化多糖類組成物を製造すること
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を含む、前記方法。
【請求項１０】
前記試薬は、過酸化物、過硫酸塩、過マンガン酸塩、過塩素酸塩、次亜塩素酸塩、酸素、
および、生化学的な酸化剤からなる群より選択される酸化試薬である、請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
少なくとも１種のその他の活性パーソナルケア成分をさらに含むパーソナルケア組成物で
ある、請求項１に記載の組成物。
【請求項１２】
一成分として、アルデヒド官能基を導入し分子量を減少させる酸化試薬を用いて多糖類を
処理することによって製造されたカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を組成物に
添加することを含む、請求項１に記載のパーソナルケアまたは家庭用ケア組成物の製造方
法。
【請求項１３】
少なくとも１種のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を含むパーソナルケアまた
は家庭用ケア組成物であって、前記カチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体は、下限
５０，０００、および、上限１，０００，０００の重量平均分子量を有し、多糖類１グラ
ムあたり少なくとも０．００１ミリ当量のアルデヒド官能基の含量を有する、少なくとも
１種のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を含み、
　該パーソナルケアまたは家庭用ケア組成物が、シャンプー、コンディショナー、シャワ
ージェル、液体石鹸、ボディ洗剤、整髪製品、髭剃り用ジェル／クリーム、ボディクリー
ナー、固形石鹸、スキンケアローション、サンケアローション、食器洗い用洗浄剤、ラン
ドリー用洗浄剤、織物用柔軟剤、および静電防止製品よりなる群から選択され、そして
　該多糖類がヒドロキシエチルセルロース、ヒロドキシプロピルセルロース及びヒドロキ
シブチルセルロースよりなる群から選択される、
前記パーソナルケアまたは家庭用ケア組成物。
【発明の詳細な説明】
【発明の分野】
【０００１】
　発明の分野
　本発明は、パーソナルケアおよび家庭用組成物におけるカチオン性酸化多糖類組成物の
使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　発明の背景
　パーソナルケアおよび家庭用製品において、最終生成物で基材の増粘からコンディショ
ニングに及ぶ機能を発揮させるために、カチオン性多糖類およびその他のポリマーが広く
用いられている。用途に応じて、基材は、皮膚、毛髪、またはテキスタイル材料であり得
る。
【０００３】
　ヘアケア製品において、カチオン性多糖類は、毛髪にコンディショニングを提供するた
めに用いられている。それと同様のポリマーが、スキンケア製品において、皮膚にコンデ
ィショニング効果を提供することができる。それと同様のポリマーを洗浄剤や織物の柔軟
仕上げ配合物に含ませた場合、コンディショニング、柔軟仕上げ、アンチピリング、色素
の保持および静電防止特性を織物に付与することができる。
【０００４】
　ヘアコンディショニング剤は、毛髪の繊維表面上の角質化した薄片のクチクラまたは外
被膜で機能する。クチクラの薄片は、屋根板のような重なり合った状態で配列している。
クチクラの細胞構造は、Ａ層（外クチクラ）と、Ｂ層（内クチクラ）とからなる。硫黄含
有タンパク質からなる透明な外側のＡ層は、化学的、物理的および環境的なダメージから



(4) JP 4933251 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

毛髪を保護している。従って、クチクラの状態は毛髪の状態の指標となり、ヘアコンディ
ショニング製品は、クチクラの軸の層の強化と復元を目的としている。完全なクチクラに
より、毛髪の強度、輝き、柔軟さ、滑らかさ、および、扱いやすさがもたらされる。（Ｃ
ｏｎｄｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ａｇｅｎｔｓ　ｆｏｒ　Ｈａｉｒ＆Ｓｋｉｎ，Ｒ．Ｓｃｈｕｅ
ｌｌｅｒおよびＰ．Ｒｏｍａｎｏｗｓｋｉ編，マルセル・デッカー社（Ｍａｒｃｅｌ　Ｄ
ｅｋｋｅｒ，Ｉｎｃ．），ニューヨーク，ニューヨーク州，１９９９年）。
【０００５】
　ウェットおよびドライ状態での櫛通り易さの測定は、シャンプーおよびコンディショナ
ー用途において、コンディショニング性能を測定するのに用いられる典型的な試験方法で
ある。市販のカチオン性コンディショニングポリマーは、湿った毛髪を梳いた際に生じる
ウェットコーミング力を、ポリマーを含まないシャンプーに比べて３０％～５０％減少さ
せることが報告されている。
【０００６】
　従来、クレンジング製品には、専ら高分子量カチオン性ポリマーが用いられており、ク
レンジング系に要求されるコンディショニング効果を付与できるのは、高分子量のカチオ
ン性ポリマーだけであると示唆されてきた（Ｖ．Ａｎｄｒｅ，Ｒ．Ｎｏｒｅｎｂｅｒｇ，
Ｊ．Ｒｉｅｇｅｒ，Ｐ．Ｈｏｅｓｓｅｌ，Ｐｒｏｃｅｅｄｉｎｇｓ，第２１回ＩＦＳＣＣ
国際会議会報（２０００年，ベルリン），１８９～１９９頁）。しかしながら、市場で入
手できる高分子量のカチオン性グアールコンディショニングポリマーには欠点があり、例
えば、シャンプー、ボディ洗剤、コンディショナー、スキンケア、サンケア、ランドリー
製品などで用いられる界面活性剤系との不相溶性である。加えて、上記ポリマーは、最終
生成物の粘度に寄与し、これは望ましくないことが多い。高分子量のカチオン性グアール
ポリマーはまた、水溶液に分散および溶解させることが困難であることも知られている。
【０００７】
　米国特許第６，２１０，６８９号（Ｂ１）は、ケラチン物質を処理するための主鎖に結
合したカチオン性およびアニオン性基を含む両性グアールガム組成物の使用を開示してい
る。この組成物は、シャンプーのような化粧品、局所用スプレー、デンタルケア製品、お
よび、芳香剤および／または抗菌剤を含む製品の水系に用いられる。
【０００８】
　米国特許第５，７５６，７２０号は、主鎖に付着した非イオン系およびカチオン性基を
有するポリガラクトマンナン組成物の製造プロセスを説明している。この特許は、この組
成物を含むクレンジング界面活性剤配合物において高い光学的透明度を達成したことを説
明している。しかしながら、この組成物のヒドロキシプロピルカチオン性ポリガラクトマ
ンナンは、ＷＯ９９／３６０５４で説明されているように、コンディショニング性能にお
いて不足があることがわかっている。
【０００９】
　米国特許第５，４８９，６７４号は、水性アルコールの加工を含む特別なプロセスによ
って製造されたポリガラクトマンナンガムおよびポリガラクトマンナンゴム組成物の製造
プロセスを説明している。この生成物は、水溶液１００部中のポリマー０．５部において
、波長５００～６００ｎｍで、透過率が８５～１００％であると説明されている。パーソ
ナルケア用途におけるこの材料の使用が開示されている。
【００１０】
　日本国特許出願平１０［１９９８］－３６４０３号は、ヘアおよびスキンケア製品で用
いるための、分子量分布の８０％以上が４，５００～３５，０００の範囲にあるポリガラ
クトマンナン分解生成物を用いた化粧品組成物を開示している。
【００１１】
　米国特許第５，４８０，９８４号および６，０５４，５１１号は、水性の、高固体低粘
度の多糖類組成物、および、多糖類と過酸化水素（酸化剤）とを反応させ、２５℃で固体
含量が約２０％～約５０％であり、粘度が９５００ｍＰａ．ｓ未満の生成物を生産するこ
とによる、その組成物の製造方法を開示している。セルロースエーテル、グアールおよび
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グアール誘導体は、例えば化粧品において多種多様な用途を有する多糖類として開示され
ている。
【００１２】
　米国特許出願番号２００３０１９９４０３（Ａ１）は、洗浄効果のある界面活性剤、カ
チオン性グアール誘導体および水性担体からなるシャンプー組成物を開示している。この
カチオン性グアール誘導体は、約１．２５ミリ当量／ｇ～約７ミリ当量／ｇの電荷密度、
および、約１０，０００～約１０，０００，０００の分子量を有する。
【００１３】
　高度にカチオン置換されたカチオン性ＨＥＣ、例えばＵケアポリマー（Ｕｃａｒｅ　Ｐ
ｏｌｙｍｅｒ）ＪＲ４００ＴＭが、繰り返し仕様した後に「ビルドアップ」問題が生じる
ものとして製造業者によって引用されている。ある製造業者は、ビルドアップ問題をなく
すために、より低いカチオン置換レベルを有するカチオン性ＨＥＣの使用を推薦している
（“Ｃａｔｉｏｎｉｃ　Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎｅｒｓ　ｔｈａｔ　Ｒｅｖｉｔａｌｉｚｅ　
Ｈａｉｒ　ａｎｄ　Ｓｋｉｎ”，Ａｍｅｒｃｈｏｌ　Ｐｒｏｄｕｃｔ　Ｌｉｔｅｒａｔｕ
ｒｅ，ＷＳＰ８０１，１９９８年７月）。この製造業者によれば、ビルドアップとは、ポ
リマーが基材へ結合することによって、その後のクレンジング処理においてポリマーが基
材から分離しにくくなること、と定義されている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　市場において、広範な界面活性剤との相溶性を有し、優れたコンディショニング性能を
有するパーソナルケアおよび家庭用配合物を提供することができるカチオン性コンディシ
ョニングポリマーがなお必要とされている。本発明は、広範な界面活性剤との相溶性を有
する優れたコンディショニング性能、を有するだけでなく、透明度が必ずしも重要ではな
いような組成物に配合するのに経済的であるカチオン性コンディショニングポリマーを提
供することによってこの必要性を満たすものである。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　発明の簡単な要約
　本発明は、下限５０，０００、および、上限１，０００，０００の重量平均分子量（Ｍ
ｗ）を有し、少なくとも０．００１ミリ当量／グラムのレベルのアルデヒド官能基を有す
る、少なくとも１種のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を含むパーソナルケア
および家庭用組成物に関する。
【００１６】
　カチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体のブルックフィールド粘度は、好ましくは
、スピンドル４を３０ｒｐｍで用いた場合、多糖類の固体が１０重量％で、２５℃で、下
限３０ｃｐｓ、および、上限２０，０００ｃｐｓであるが、ただし、前記多糖類の粘度が
２０，０００ｃｐｓより大きい場合、ブルックフィールド粘度は、スピンドル４を０．３
ｒｐｍで用いて、１０重量％の固体含量で、２５℃で、下限２０，０００ｃｐｓ、および
、上限２，０００，０００と測定される。この粘度の範囲は、カチオン性の酸化ポリガラ
クトマンナンにとって特に好ましい。
【００１７】
　本発明はさらに、パーソナルケアまたは家庭用組成物の製造方法に関し、本方法は、カ
チオン性酸化多糖類を、本発明のカチオン性酸化多糖類以外の活性成分の少なくとも１種
を含むパーソナルケアまたは家庭用組成物に添加すること、を含む。
【００１８】
　発明の詳細な説明
　本発明によれば、驚くべきことに、本発明のカチオン性酸化多糖類は、クレンジング製
品、例えばシャンプー、１つで２つの機能を持ったシャンプー（すなわち毛髪をきれいに
し、コンディショニングする）、１つで３つの機能を持ったシャンプー（すなわちきれい
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にし、コンディショニングし、整髪する）、コンディショナー、シャワージェル、液体石
鹸、ボディ洗剤、整髪製品、髭剃り用ジェル／クリーム、ボディクリーナー、および、固
形石鹸において、望ましいコンディショニング効果または潤滑効果を付与できることがわ
かった。ウェットおよびドライコーミング力をよく減少させるコンディショニングまたは
潤滑特性が要求される様々なクレンジングシャンプー界面活性剤系に本発明のポリマーを
含ませた場合、そのような特性を毛髪に付与する。また、本発明のポリマーを、スキンケ
ア、サンケア、ボディ洗剤、ボディクリーナーおよび固形石鹸に含ませた場合、より柔軟
な感触のコンディショニングまたは潤滑特性を皮膚に付与する。
【００１９】
　同様のコンディショニングまたは潤滑効果が、コンディショニング性能が要求される界
面活性剤ベースの家庭用クレンジング製品配合物、例えば食器洗い用洗浄剤、ランドリー
用洗浄剤、織物用柔軟剤、および、静電防止製品において予想される。織物用柔軟剤およ
びランドリー用洗浄剤におけるコンディショニングとは、より柔軟な感触、アンチピリン
グ、色素の保持を織物に与えること、および、静電作用をなくすこと、を意味する。
【００２０】
　前記多糖類または誘導体化された多糖類のカチオン性官能基は、既知の方法によって、
主鎖に添加することができる。例えば、多糖類材料と、第三アミノまたは第四アンモニウ
ムアルキル化試薬、例えば２－ジアルキルアミノエチル塩化物、および、第四アンモニウ
ム化合物、例えば３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩化物、
および、２，３－エポキシ－プロピルトリメチルアンモニウム塩化物とを、十分な時間、
十分な温度で反応させてもよい。好ましい例としては、グリシジルトリアルキルアンモニ
ウム塩、および、３－ハロ－２－ヒドロキシプロピルトリアルキルアンモニウム塩、例え
ばグリシジルトリメチルアンモニウム塩化物、グリシジルトリエチルアンモニウム塩化物
、グリシジルトリプロピルアンモニウム塩化物、グリシジルエチルジメチルアンモニウム
塩化物、グリシジルジエチルメチルアンモニウム塩化物、および、それらに対応する臭化
物およびヨウ化物；３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩化物
、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルトリエチルアンモニウム塩化物、３－クロロ－２
－ヒドロキシプロピルトリプロピルアンモニウム塩化物、３－クロロ－２－ヒドロキシプ
ロピルエチルジメチルアンモニウム塩化物、および、それらに対応する臭化物およびヨウ
化物；および、第四アンモニウム化合物、例えばイミダゾリン環含有化合物のハロゲン化
物が挙げられる。
【００２１】
　カチオン性多糖類はまた、その他の置換基を含んでもよく、例えば、非イオン系置換基
（すなわちヒドロキシアルキル）であり、ここで、アルキルは、１～３０個の炭素原子を
有する直鎖状または分岐状の炭化水素成分（例えば、ヒドロキシエチル、ヒドロキシプロ
ピル、ヒドロキシブチル）を示し、また、アニオン性置換基（例えばカルボキシメチル基
）は、任意である。これら任意の置換基は、試薬と反応させることによって多糖類ポリマ
ーに連結させるが、この試薬は、例えば（１）ヒドロキシエチル基、ヒドロキシプロピル
基またはヒドロキシブチル基を得るための、アルキレンオキサイド（例えば、エチレンオ
キサイド、プロピレンオキサイド、ブチレンオキサイド）であり、または、（２）カルボ
キシメチル基を得るためには、クロロメチル酢酸である。誘導体化したポリガラクトマン
ナンを製造するプロセスは、当業界周知である。
【００２２】
　多糖類は、数種の既知の試薬および方法によって、酸化することができ、例えば、（１
）生化学的な酸化剤（例えばガラクトースオキシダーゼ）、（２）化学酸化剤（例えば過
酸化水素）、（３）高速撹拌およびせん断機を用いた物理的な方法、（４）熱的方法、お
よび、（５）これら試薬および方法の混合物によって参加することができる。
【００２３】
　本発明によれば、優れたコンディショニング特性を有するパーソナルケアまたは家庭用
組成物を製造するのに用いられるカチオン性酸化多糖類は、好ましくは、酸化試薬を単独
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で用いて製造するか、または、分子量を減少させる、および／または、酸化された官能基
を導入する生化学的な試薬などのその他の試薬と組合せて用いて製造する。最適な結果を
達成するためには、プロセスに酸化工程を、それのみで、または、その他の試薬と共に含
ませることが必要である。
【００２４】
　酸化剤としては、ポリマー構造に酸素原子を取り込ませるあらゆる試薬が挙げられる。
いくつかの酸化試薬はまた、ポリマーの分子量を減少させるように作用することもある。
これら二重の機能を有する酸化剤の例は、過酸化物、過酸、過硫酸塩、過マンガン酸塩、
過塩素酸塩、次亜塩素酸塩、および、酸素である。分子量を減少させない生化学的な酸化
剤の例は、オキシダーゼである。本発明において有用なオキシダーゼの特定の例は、ガラ
クトースオキシダーゼ、および、当業者既知のその他の生化学的な酸化剤である。
【００２５】
　酸化剤を使用して製造されたカチオン性ポリマーは、パーソナルケアおよび家庭用組成
物で一般的に用いられている多種多様な界面活性剤系において、酸化剤で処理されていな
いカチオン性ポリマーよりも高い溶解性を有するという点で、本発明の生成物を製造する
ためのプロセスに酸化剤を取り入れることが有用であることがわかった。
【００２６】
　上述したように、本発明のパーソナルケアおよび家庭用組成物を製造するのに用いられ
る製品を製造するために、プロセスに酸化剤を取り込むことによって、ポリマー組成物に
アルデヒド基が導入される。これらポリマーは、少なくとも０．００１ミリ当量（アルデ
ヒド）／グラム（多糖類）（ミリ当量／ｇ）を含むことがわかった。アルデヒド含量の上
限は、約１．０ミリ当量／ｇである。
【００２７】
　本発明によれば、カチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体は、一般的に、下限約０
．００１、および、上限約３．０のカチオン性の置換度（ＤＳ）を有する。カチオン性Ｄ
Ｓの下限は、好ましくは０．０１、より好ましくは０．０５である。カチオン性ＤＳの上
限は、好ましくは、２．０、より好ましくは１．０、さらにより好ましくは０．２５であ
る。本発明のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体は、一般的に、下限約５０，０
００、および、上限約１，０００，０００の重量平均分子量（Ｍｗ）を有する。好ましく
は、Ｍｗの下限は、約７５，０００、より好ましくは約１００，０００である。Ｍｗの上
限は、好ましくはは約６００，０００、より好ましくは約３００，０００、さらにより好
ましくは約１５０，０００である。
【００２８】
　本発明によれば、パーソナルケア活性成分は、使用者の体にいくつかの利点を提供しな
ければならない。パーソナルケア製品としては、ヘアケア、スキンケア、サンケア、およ
び、口腔ケア製品が挙げられる。本発明に係るパーソナルケア製品に適切に含ませること
ができる物質の例は、これらに限定されないが、以下の通りである：
　１）香料；芳香剤および消臭香料の形態で嗅覚的反応を引き起こし、香りに対する反応
を提供することに加えて、体の悪臭を減少させることができる；
　２）皮膚用冷却剤、例えばメントール、酢酸メンチル、メンチルピロリドンカルボキシ
レートＮ－エチル－ｐ－メンタン－３－カルボキサミド、およびその他のメントール誘導
体；皮膚に冷却感の形態で触覚的反応を引き起こす；
　３）皮膚軟化薬、例えばミリスチン酸イソプロピル、シリコーン材料、鉱油および植物
油；皮膚の潤滑性を増すような形態の触覚的反応を引き起こす；
　４）香料以外の消臭剤；その機能は、皮膚表面のミクロフローラ、特に体の悪臭の発生
に関与するミクロフローラのレベルを減少または除去することである。また、香料以外の
消臭剤の前駆体も使用できる；
　５）制汗活性物質；その機能は、皮膚表面での発汗現象を減少または排除することであ
る；
　６）保湿剤；皮膚に水分を加えること、または、皮膚から水分の蒸発を防ぐことのいず
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れかによって皮膚を湿潤した状態に保つ；
　７）クレンジング剤；汚れや油を皮膚から除去する；
　８）日焼け止め活性成分；ＵＶなどの太陽からの有害な光線から皮膚および毛髪を保護
する。本発明によれば、治療的に有効な量は、通常は、組成物の０．０１～１０重量％、
好ましくは０．１～５重量％と予想される；
　９）ヘアートリートメント剤；毛髪をコンディショニングし、毛髪をきれいにし、毛髪
のもつれをほどき、整髪剤、ボリュームを出し光沢を増す物質、ふけ防止剤、毛髪成長促
進剤、毛髪用染料および色素、毛髪用香料、ヘアリラクサー、毛髪の脱色剤、ヘアモイス
チャライザー、毛髪のオイルトリートメント剤、および、縮れ防止剤として作用する；
　１０）口腔ケア剤、例えば歯みがき剤、および、マウスウォッシュ；歯と歯茎をきれい
にし、白色化し、脱臭し、および、保護する；
　１１）義歯接着剤；義歯に接着特性を提供する；
　１２）シェービング製品、例えばクリーム、ジェルおよびローション、ならびに、かみ
そり刃を潤滑させるシート；
　１３）ティッシュペーパー製品、例えばモイスチャライジング、または、クレンジング
ティッシュ；
　１４）化粧品、例えばファンデーションパウダー、リップスティック、および、アイケ
ア；および、
　１５）テキスタイル製品、例えばモイスチャライジングおよび／またはクレンジング用
拭き取り繊維、および、おむつ；
　１６）ネイルケア製品、例えばマニキュア。
【００２９】
　本発明によれば、家庭用ケア活性成分は、使用者に、いくつかの利点を提供しなければ
ならない。本発明において適切に含ませることができる物質の例は、これらに限定されな
いが、以下の通りである：
　１）香料；芳香剤および消臭香料の形態で嗅覚的反応を引き起こし、香りに対する反応
を提供することに加えて、悪臭を減少させることができる；
　２）昆虫忌避剤；その機能は、特定の領域から、または、皮膚への攻撃から昆虫を締め
出すことである；
　３）泡生成剤、例えばフォームまたは泡を生成する界面活性剤；
　４）ペット脱臭剤、例えばペットの臭いを減少させるピレトリン；
　５）ペット用シャンプー剤および活性物質；その機能は、皮膚および毛髪表面から汚れ
、異物および微生物を除去し、皮膚および毛髪をコンディショニングすることである；
　６）工業グレードの固形、シャワージェル、および、液体石鹸活性物質；皮膚から微生
物、汚れ、グリース、および、油を除去し、皮膚を衛生的にし、皮膚をコンディショニン
グする；
　７）多目的型クリーニング剤；台所、浴室、公共施設のような領域の表面から汚れ、油
、グリース、微生物を除去する；
　８）消毒成分；家または公共施設で微生物を殺す、または、その成長を防ぐ；
　９）敷物および室内装飾材料用クリーニング活性物質；汚れや異物を表面から浮き上が
らせて除去し、また、柔軟仕上げと香りを付与する；
　１０）ランドリー用柔軟剤活性物質；静電気を減少させ、織物の感触を柔らかくする；
　１１）ランドリー用洗浄成分；汚れ、油、グリース、しみを除去し、微生物を殺す；
　１２）食器洗い洗浄剤；しみ、食べ物、微生物を除去する；
　１３）便器クリーニング剤；しみを除去し、微生物を殺し、脱臭する；
　１４）ランドリープレスポット活性剤；衣服からのしみの除去を促進する；
　１５）織物用サイズ剤；織物の外観を向上させる；
　１７）乗り物用クリーニング活性剤；乗り物および器具から汚れ、グリースなどを除去
する；
　１８）潤滑剤；部品間の摩擦を減少させる；および、
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　１９）テキスタイル製品、例えば粉塵回収のための拭き取り繊維または消毒用の拭き取
り繊維。
【００３０】
　上記のパーソナルケアおよび家庭用活性成分のリストは、単なる例であり、用いること
ができる活性成分の完全なリストではない。これらのタイプの製品で用いられるその他の
成分は、当業界で周知である。従来用いられる上記成分に加えて、本発明に係る組成物は
また、場合により、これらに限定されないが、着色剤、保存剤、抗酸化剤、栄養サプリメ
ント、アルファまたはベータヒドロキシ酸、活性増強剤、乳化剤、機能性ポリマー、増粘
剤（例えば塩、すなわちＮａＣｌ、ＮＨ４ＣｌおよびＫＣｌ、水溶性ポリマー、すなわち
ヒドロキシエチルセルロース、および、脂肪族アルコール、すなわちセチルアルコール；
水膨潤性材料、例えばクレイおよびシリカ）、１～６個の炭素を有するアルコール、脂肪
または脂肪族化合物（すなわち脂肪アミド、および、脂肪酸エステル、および、脂肪族ア
ルコールポリエチレングリコールエーテル）、抗菌性化合物、ジンクピリチオン、シリコ
ーン材料、炭化水素ポリマー、皮膚軟化薬、油、界面活性剤、医薬品、フレーバー、芳香
剤、懸濁化剤（すなわちキサンタンガム、カルボマー、クレイ、および、シリカ）のよう
な成分、および、それらの混合物が挙げられる。
【００３１】
　本発明によれば、本発明のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体とのブレンドで
用いることができる機能性ポリマーの例としては、水溶性ポリマー、例えばカルボポール
（Ｃａｒｂｏｐｏｌ）（Ｒ）製品のようなアクリル酸ホモポリマーおよびアニオン性およ
び両性アクリル酸コポリマー、ビニルピロリドンホモポリマー、ならびに、カチオン性ビ
ニルピロリドンコポリマー；非イオン系、カチオン性、アニオン性および両性セルロール
系ポリマー、例えばヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、カル
ボキシメチルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、カチオン性ヒドロキシ
エチルセルロース、カチオン性カルボキシメチルヒドロキシエチルセルロース、ならびに
、カチオン性ヒドロキシプロピルセルロース；クレイ；アクリルアミドホモポリマー、な
らびに、カチオン性、両性および疎水性アクリルアミドコポリマー、ポリエチレングリコ
ールポリマーおよびコポリマー、疎水性ポリエーテル、疎水性ポリエーテルアセタール、
疎水性修飾したポリエーテルウレタンおよびその他のポリマー（会合性ポリマーという）
、疎水性セルロール系ポリマー、ポリエチレンオキサイド－プロピレンオキサイドコポリ
マー、ならびに、非イオン系、アニオン性、疎水性、両性およびカチオン性多糖類、例え
ばキサンタン、キトサン、カルボキシメチルグアール、アルギン酸塩、ヒドロキシプロピ
ルグアール、カルボキシメチルグアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩化
物、グアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩化物、ヒドロキシプロピルグ
アールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩化物が挙げられる。
【００３２】
　本発明によれば、用いることができるシリコーン材料としては、特に、組成物中で不溶
性のポリオルガノシロキサンが挙げられ、これは、ポリマー、オリゴマー、油、ワックス
、樹脂、または、ゴムの形態が可能である。
【００３３】
　オルガノポリシロキサンは、Ｗａｌｔｅｒ　Ｎｏｌｌの「Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ　ａｎｄ
　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ　ｏｆ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ」（１９６８年）アカデミック・プ
レス（Ａｃａｄｅｍｉｃ　Ｐｒｅｓｓ）でより詳細に定義されている。これらは、揮発性
でもよいし、不揮発性でもよい。
【００３４】
　揮発性の場合、シリコーンは、より特定には、６０℃～２６０℃の沸点を有するものか
ら選択され、さらにより特定には、以下から選択される：
　（ｉ）３～７個、好ましくは４～５個のケイ素原子を含む環状シリコーン。これらは、
例えば、特に、ユニオン・カーバイド（Ｕｎｉｏｎ　Ｃａｒｂｉｄｅ）より名称「揮発性
シリコーン７２０７」で販売されているオクタメチルシクロテトラシロキサン、または、
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ローヌ・プーラン（Ｒｈｏｎｅ－Ｐｏｕｌｅｎｃ）より「シルビオーネ（Ｓｉｌｂｉｏｎ
ｅ）７００４５Ｖ２」で販売されているオクタメチルシクロテトラシロキサン、ユニオン
・カーバイドより名称「揮発性シリコーン７１５８」で販売されているデカメチル－シク
ロペンタシロキサン、および、ローヌ・プーランより「シルビオーネ７００４５Ｖ５」で
販売されているデカメチル－シクロペンタシロキサン、および、それらの混合物である。
【００３５】
　また、環状シリコーンとオルガノシリコーン化合物との混合物、例えばオクタメチルシ
クロテトラシロキサンと、テトラトリメチルシリルペンタエリトリトールの混合物（５０
／５０）、および、オクタメチルシクロテトラシロキサンと、オキシ－１，１’－ビス（
２，２，２’，２’，３，３’－ヘキサトリメチルシリルオキシ）ネオペンタンとの混合
物も挙げられる；
　（ｉｉ）２～９個のケイ素原子を有し、２５℃で５×１０－６ｍ２／ｓ未満またはそれ
と同等の粘度を有する直鎖状揮発性シリコーン。例としては、東レ・シリコーン社（Ｔｏ
ｒａｙ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　ｃｏｍｐａｎｙ）より名称「ＳＨ　２００」で販売されてい
るデカメチルテトラシロキサンが挙げられる。このカテゴリーに属するシリコーンはまた
、Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ　ａｎｄ　Ｔｏｉｌｅｔｒｉｅｓ，９１巻，１月，７６，２７～３
２頁，Ｔｏｄｄ＆Ｂｙｅｒｓ“Ｖｏｌａｔｉｌｅ　Ｓｉｌｉｃｏｎｅ　Ｆｌｕｉｄｓ　ｆ
ｏｒ　Ｃｏｓｍｅｔｉｃｓ”で公開された記事に説明されている。
【００３６】
　好ましくは、不揮発性シリコーン、より特定にはポリアリールシロキサン、ポリアルキ
ルシロキサン、ポリアルキルアリールシロキサン、シリコーンゴムおよび樹脂、オルガノ
官能基で修飾したポリオルガノシロキサン、ならびに、それらの混合物が用いられる。
【００３７】
　本発明によれば、使用可能なシリコーンポリマーおよび樹脂は、特に、２００，０００
～１，０００，０００の高い数平均分子量を有するポリジオルガノシロキサンであり、溶
媒中で単独で、または、混合物として用いられる。この溶媒は、揮発性シリコーン、ポリ
ジメチルシロキサン（ＰＤＭＳ）油、ポリフェニルメチルシロキサン（ＰＰＭＳ）油、イ
ソパラフィン、ポリイソブチレン、塩化メチレン、ペンタン、ドデカンおよびトリデカン
、またはそれらの混合物から選択することができる。
【００３８】
　これらシリコーンポリマーおよび樹脂の例は、以下の通りである：
ポリジメチルシロキサン、
ポリジメチルシロキサン／メチルビニルシロキサンゴム、
ポリジメチルシロキサン／ジフェニルメチルシロキサン、
ポリジメチルシロキサン／フェニルメチルシロキサン、および、
ポリジメチルシロキサン／ジフェニルシロキサンメチルビニルシロキサン。
【００３９】
　本発明においてより特定に用いることができる製品は、以下のような混合物である：
　（ａ）鎖の末端がヒドロキシル化されたポリジメチルシロキサン（ＣＴＦＡディクショ
ナリー（ＣＴＦＡ　ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ）の命名法に従ってジメチコノールという）か
ら形成された混合物、および、環状ポリジメチルシロキサン（ＣＴＦＡディクショナリー
での命名法に従ってシクロメチコンという）から形成された混合物、例えばダウ・コーニ
ング社（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ）で販売されている製品Ｑ２１４０１
；
　（ｂ）ポリジメチルシロキサンゴムから環状シリコーンと共に形成された混合物、例え
ば、ゼネラル・エレクトリック社（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃ　Ｃｏｍｐａｎｙ
）で販売されている製品ＳＦ１２１４シリコーンフルイド；この製品は、ＳＦ３０ゴムで
あり、数平均分子量が５００，０００のジメチコンに相当し、ＳＦ１２０２シリコーンフ
ルイドオイル（デカメチルシクロペンタシロキサンに相当する）に溶解する；および、
　（ｃ）粘度が異なる２種のＰＤＭＳ、より特定にはＰＤＭＳゴム、および、ＰＤＭＳオ
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イル（例えばゼネラル・エレクトリック社の製品ＳＦ１２３６）から形成された混合物。
この製品は、好ましくは、１５％のＳＥ３０ゴム、および、８５％のＳＦ９６オイルを含
む。
【００４０】
　より詳細に本発明を理解するために、以下の実施例を参照することができるが、これら
は本発明をさらに説明することを意図したものであって、限定する意味に解釈されない。
全ての部およびパーセンテージは、特に他の指定がない限り重量に基づく。
【実施例】
【００４１】
　実施例
　Ｉ．化学酸化試薬の使用－（４工程の標準的な分解方法）
　材料：
　カチオン性ポリガラクトマンナン（グアールヒドロキシプロピル塩化トリモニウム）－
ハーキュレス社（Ｈｅｒｃｕｌｅｓ，Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ），ＣＡＳ＃６５４９７
－２９－２
　フマル酸，Ｐ．Ａ－アクロス／フィッシャー・サイエンティフィック（Ａｃｒｏｓ／Ｆ
ｉｓｈｅｒ　Ｓｃｉｅｎｔｉｆｉｃ），ＣＡＳ＃１１０－１７－８
　ダウ・コーニング２００（Ｒ）フルイド，５０ＣＳＴ．－シリコーンオイル－ネスラブ
（Ｎｅｓｌａｂ）オイルバス用，ＣＡＳ＃６３４４８－６２－９
　カトン（Ｒ）ＣＧ　安定化殺生剤／保存剤－ローム・アンド・ハース社（Ｒｏｈｍ　ａ
ｎｄ　Ｈａａｓ　Ｃｏ），ＣＡＳ＃混合物，ＭＳＤＳを参照
　過酸化水素，３０％－ＪＴベーカー（ＪＴＢａｋｅｒ）－ＣＡＳ＃７７２２－８４－１
　ＥＭクワント（ＥＭ　Ｑｕａｎｔ）過酸化物試験ストリップ，ＥＭサイエンス（ＥＭ　
Ｓｃｉｅｎｃｅ）製。
【００４２】
【表１】

【００４３】
　手順；
　第一工程の脱イオン水の重さを量り、ビーカーに仕込み、バス中でビーカーをチェーン
クランプを用いて懸濁した。カフラモ（Ｃａｆｒａｍｏ）のスティーラーモデルＢＤＣ－
３０３０に、カフラモ「Ｕ」型４”（アンカー）パドルを取り付け、バッチ中にデジタル
アラーム温度計プローブを取り付けた。ビーカーをサランフィルム（ｓａｒａｎ　ｆｉｌ
ｍ）で覆って水分の損失を最小化した。水を、～９５℃に設定されたオイルバス中で～５
０ｒｐｍで撹拌しながら、８５～９０℃に加熱した。バス温度は、バッチ温度を８５～９
０℃に維持するのに必要な程度に調節した。バス中で油の循環を促進するために、２”プ
ロペラブレードを備えた追加のカフラモのミキサーモデルＲＺＲ－１を低速で用いた。
【００４４】
　スティーラー速度を体積が許容する限り～１００ｒｐｍまで高め、過酸化物の全装入量
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の４分の１を、適切なサイズの重量を量った皮下注射器を用いて、サランの覆いを貫通さ
せて過酸化物を注入することによってビーカーに加えた。ビーカーの内容物を～５分間混
合した。次に、ビーカーの覆いをごくゆっくり除去し、カチオン性ポリガラクトマンナン
の総装入量の４分の１を混合しながらビーカーに移した。スティーラーの撹拌速度を十分
なボルテックス速度が維持されるように調節した。特に最初のポリガラクトマンナン添加
の際に、多少かたまりが生じることがあるが、小さいかたまりであれば粘度が増加するに
従って溶解し得る。覆いを取り除き、次のポリマー添加が可能な程度に粘度が減少するま
で温度８５～９０℃で混合し続けた。
【００４５】
　次のさらなる添加の前に、ポリマーが溶解して粘度が減少する時間を考慮して、過酸化
物とポリマーの添加を総計４回繰り返し、Ｈ２Ｏ２とポリガラクトマンナンの全装入量を
添加した。必要に応じて、ビーカー中の水の量を、各インターバルで水分が損失した分だ
け調節した。最後の添加の後、１時間混合し続け、次に、残留した過酸化物の量をＥＭク
ワント過酸化物試験ストリップを用いて調べた。ミキサーを止め、サランに小さい穴を作
り、そこに試験ストリップの感知領域を溶液に１秒浸した。過量の材料を試験ストリップ
から振り落とし、１５秒後、試験ストリップの感知領域の色をコンテナーの目盛りと比較
した。Ｈ２Ｏ２量が＜５０ｐｐｍになるまで反応を続けた。注：試験ストリップの感知領
域は、過酸化物が大量に存在すると暗褐色に変化すると予想される。この場合、少量の溶
液サンプル（～５ｇ）を慎重に抽出し、その範囲の検出で試験ストリップの読み取りがで
きる程度の量の室温の脱イオン水で希釈する。
【００４６】
　バスの加熱を止め、油をネスラブのＦＴＣ－３５０クーラーを通して別に移動させた。
油が十分に冷却されたら、ビーカーをバスから慎重に取り出し（シリコーンオイルで滑り
やすくしてある）、バッチの正味の重量を測定した。補填するのに必要な水の量を決定し
、補填する水と、１．０％ガーマベンＩＩ（Ｇｅｒｍａｂｅｎ　ＩＩ）製品とを予備混合
し、水／ガーマベンＩＩ混合物を手動で撹拌しながら加えた。溶液が極めて粘性になった
ら、ビーカーをバスに戻し、機械撹拌で安定化殺生剤と補填する水とを添加した。ｐＨ、
ブルックフィールド粘度および必要に応じた分析を試験するための安定性を維持するため
に、ビーカーの内容物を暖かいうちに適切なコンテナーに封入した。
【００４７】
　コーミング試験
　ウェットコームおよびドライコーム測定は、インストロン（Ｉｎｓｔｒｏｎ）の器具で
、中度のアニオン性の界面活性剤ベースのシャンプーまたは非イオン系界面活性剤シャン
プーでシャンプーした、穏かに脱色した欧州人の毛髪ひと房を用いて行われた。
【００４８】
　ウェットコームおよびドライコームエネルギーの減少パーセントは、方程式（１）で示
すように定義される。カチオン性ポリマーを含むシャンプーでシャンプーした後、毛髪ひ
と房をコーミングするのに必要なエネルギーを、４．５重量％ラウリル硫酸ナトリウム（
ＳＬＳ）溶液で２回シャンプーした毛髪ひと房をコーミングするのに必要なエネルギーか
ら引いた。次に、その引いた残りを、ＳＬＳ溶液で洗浄した毛髪ひと房をコーミングする
のに必要なエネルギーで割った。その値に１００を掛けて、コーミング力の減少パーセン
トとした。カチオン性コンディショニングポリマーが毛髪をコンディショニングしている
場合、減少パーセントは通常は正数である。
【００４９】
　（１）［エネルギー（ポリマー非含有）（ｇｆ－ｍｍ）－エネルギー（ポリマー含有）
］／エネルギー（ポリマー非含有）］×１００＝コーミングエネルギーの減少パーセント
【００５０】
　実施例１
　上述の標準的な分解方法を用いた。約９３５ｇの水を１５００ｍｌビーカーに仕込み、
温度が約１２０℃に設定されたオイルバスに置いた。次に、オイルバス中でビーカーを温
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度約８５～９５℃に加熱し、この温度で維持した。ダブルの２”プロペラブレードミキサ
ーをビーカーに挿入し、少量のＮ－ハンス（Ｎ－Ｈａｎｃｅ）（Ｒ）３２０５カチオン性
グアール製品（ハーキュレス社，ウィルミントン，デラウェア州）を撹拌しながら加えた
。次に、少量の過酸化物を混合を続けながらビーカーに加えた。この混合物の粘度は高く
なり、次の量のポリマーと過酸化物が添加できる程度に粘度が低くなるまで８５～９５℃
で混合し続けた。ポリマーと過酸化物の添加を３回繰り返し、ポリマーと過酸化物の全量
の添加を完了させた。このさらなるポリマーと過酸化物の添加の際、多少の水が蒸発した
。従って、添加終了時に、水分の損失分だけ水の量を調節した。残留した過酸化物の量を
、ビーカー中で試験ストリップを用いて定期的に調べ、過酸化物の残量が５０ｐｐｍ未満
になるまで反応を続けた。次に、オイルバスを閉鎖し、ビーカーを周囲温度まで冷却した
。ガーマベン（Ｒ）ＩＩ安定化殺生剤／保存剤（ＩＳＰ社（ＩＳＰ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａ
ｔｅｄ），ウェイン，ニュージャージー州）を、ビーカーに加えた。
【００５１】
　以下に示す表１（実験Ａ～Ｆ）に、この実験に関する成分を示す。
【００５２】
【表２】

【００５３】
　実施例２
　実験Ｇ、ＨおよびＩは、上記の実施例１に記載の手順に従った（ただし、オイルバスの
温度をサンプル温度が約８５～９０℃に維持されるように調節し、１．０％過酸化水素溶
液を６．０％溶液の代わりに用いたことを除く）。また、ポリマーと過酸化物の添加の順
番を逆にして、最初に過酸化物を加え、次にポリマーを添加した。以下に示す表２で実験
Ｇ、ＨおよびＩの成分を説明する。
【００５４】
　実施例３
　以下の実験（表２；実験Ｊ、ＫおよびＬ）において、上記の実施例２で用いられた手順
が用いられた（ただし、Ｎ－ハンス（Ｒ）３２０５ポリマーの代わりに、Ｎ－ハンス（Ｒ
）３２１５製品（フマル酸含有）を用いたことを除く）。
【００５５】
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【表３】

【００５６】
　実施例４
　この実施例４の一連の実験Ｍ、ＮおよびＯでは、実施例３で用いられたのと同じ手順に
従ったが（表３に示す）、ただし、以下のことに留意すること：（ａ）実験Ｍに関しては
、ジャガー（Ｊａｇｕａｒ）（Ｒ）Ｃ－１３－Ｓカチオン性グアール製品（ローディア社
（Ｒｈｏｄｉａ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ），クランベリー，ニュージャージー州）を
用いたこと、（ｂ）実験Ｎに関しては、ジャガー（Ｒ）Ｃ－１６２カチオン性ヒドロキシ
プロピルグアール製品（ローディア社，クランベリー，ニュージャージー州）を用いたこ
と、および、（ｃ）実験Ｏに関しては、加熱のみで分解させたＮ－ハンス（Ｒ）３２１５
カチオン性グアール製品（ハーキュレス社，ウィルミントン，デラウェア州）を用い、過
酸化物は用いなかったことを除く。
【００５７】
　実験Ｏでは、第一のポリマー添加の後、極めて粘性になった。第二および第三のポリマ
ー添加を半分に減らしたが、粘度は極めて高いままであった。製造を中止し、ガーマベン
保存剤は加えなかった。本実施例により、過酸化水素非存在下での熱的分解は極めてゆっ
くり進行することが示された。
【００５８】



(15) JP 4933251 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

【表４】

【００５９】
　実施例５
　この実施例５の実験Ｐ、ＱおよびＲでは、実施例２で用いられたのと同じ配合と手順を
用いた（表４に示す）。
【００６０】

【表５】

【００６１】
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　実施例６
　この実施例６の実験Ｓ、Ｔ、Ｕ、Ｖ、ＷおよびＸでは、実施例３の一連の実験Ｊ、Ｋお
よびＬで用いられたのと同じ手順を用いた（表５に示す）。実験ＸおよびＹでは、水道水
の
濃度は、ガロン表示であり、全ての材料濃度はポンド表示である。実験ＷおよびＸでは、
Ｎ－ハンス３２１５カチオン性グアール粉末の代わりに、Ｎ－ハンス３２１５水溶液で湿
潤させたカチオン性グアールのスプリットを用い、カチオン性グアールのスプリットをｐ
Ｈ６．５まで中和するために、フマル酸の代わりに塩酸を用いた。反応終了時に、残留し
た過酸化物を分解するためにメタ重亜硫酸ナトリウムを添加した。さらに実験Ｘの生成物
を、水酸化ナトリウムで、ｐＨ８で３０分間処理し、続いて希塩酸で中和した。実験Ｖか
らの生成物は、０．０３５ミリ当量／グラムのアルデヒド含量、６１，０００のＭｗを有
していた。実験Ｕからの生成物は、５０，４００の分子量を有していた。実験Ｙについて
は、反応器を９０℃に加熱した後に、全ての過酸化水素とリンゴ酸を添加した。Ｎ－ハン
スカチオン性グアールを固体２０％のスラリーとして反応器に添加した。反応のｐＨを６
に維持し、反応終了時に、残留した過酸化水素を分解するためにメタ重亜硫酸ナトリウム
を添加した。ｐＨ７に調節した後に、さらに実験Ｙの生成物を窒素散布で処理し、続いて
、保存剤と追加の酸を添加して、ｐＨを約６にした。
【００６２】
　実験Ｚでは、フマル酸とブレンドした高分子量のカチオン性グアールプレキューサー２
（カチオン性ＤＳは０．５）を用いて、実験Ｖと同じ手順に従った。実験ＡＡおよびＡＢ
では、高分子量のカチオン性グアールプレキューサー３（９９９，１４５ダルトン、カチ
オン性ＤＳは０．９）を用いて、９０℃で一段階反応で反応させ、その温度で過酸化水素
を水に添加し、続いて、カチオン性グアールを添加した。過量の過酸化水素を分解するた
めに、メタ重亜硫酸ナトリウムを添加した。
【００６３】
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【表６】

【００６４】
　カチオン性ＤＳが０．０６のＮ－ハンス３０００製品を以下の工程を用いて解重合した
。９１８，５グラムの水を、約９５℃に加熱した。次に、３１．５グラムの１．０％過酸
化水素を添加し、続いて、５０グラムのＮ－ハンス（Ｒ）３０００製品を添加した。３０
分撹拌した。次に、１５．７５ｇの１．０％　過酸化物を添加した。９０分撹拌し、次に
、０．２１ｇのメタ重亜硫酸ナトリウムを添加し、混合しながら冷却した。この溶液を、
０．５％フェノキシエタノール（Ｒ）、および、０．１８％ニパセプト（Ｎｉｐａｓｅｐ
ｔ）（Ｒ）ナトリウム保存剤を用いて保存した。両方の保存剤は、クラリアント社（Ｃｌ
ａｒｉａｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）より入手可能である。このサンプルは、１５ｐ
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ｐｍ（０．００９ミリ当量／ｇ）のアルデヒドを含み（Ｅ－Ｍサイエンスのアルデヒド試
験キット１００３６－１で測定）、２９８，０００ダルトンの分子量を有する。
【００６５】
　実施例７
　カチオン性多糖類として、カチオン性グアールの代わりに、カチオン性ヒドロキシエチ
ルセルロース（セルクワット（Ｃｅｌｑｕａｔ）（Ｒ）ＳＣ－２４０、および、Ｕケア（
Ｒ）ポリマーＪＲ－４００）を用いて、実施例６の実験Ｗの手順を繰り返した。これらの
実施例を表６に示す。ｐＨ値を１０％水酸化ナトリウムを用いて５～５．５に維持した。
反応終了時に、過量の過酸化水素を分解するために、メタ重亜硫酸ナトリウムを添加した
。生成物を保存するために、ＢＨＴおよびカトン（Ｒ）ＣＧ保存剤を添加した。表６に記
載の実験ＡＤ、ＡＥおよびＡＦからの生成物のＭｗ値は、９０，０００、１７９，０００
、および、４６，５００であった。実験ＡＦの手順は、実験ＡＤからの生成物を用い、過
酸化水素の添加は１回だけであった。
【００６６】

【表７】

【００６７】
　実施例８
　酸化試薬を用いた化学的プロセスを併用した生化学的プロセス
　総固体量が１０％であり、分子量（Ｍｗ）が４５，０００～６５，０００ダルトンの生
成物を以下のプロセスを用いて製造した。製造された生成物はまた、低分子量のカチオン
性グアールにアルデヒド官能基を含んでいた。
【００６８】
　１）７００ｇの水道水を、オーバーヘッド型ミキサーを備えたガラス製反応器で５０℃
に加熱した。
【００６９】
　２）２８２ｇの洗浄した湿潤したカチオン性グアールのスプリットを水に添加し、スラ
リーを形成した。
【００７０】
　３）ｐＨを酸で９．０未満、ただしｐＨ７．５に達する前に調節したら、３００ｍｇの
マンナナーゼ（ＣｈｅｍＧｅｎ社製，ロックビル，メリーランド州）を、カチオン性グア



(19) JP 4933251 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

ールのスプリットのスラリーに添加した。塩基性ｐＨ９．０～８．０で３０分間たった後
に、ｐＨを酸でｐＨ５．０～５．５に徐々に減少させた。
【００７１】
　４）カチオン性グアールのスプリットのスラリーを完全に水化し、濃いアップルソース
状の懸濁液が薄くなり始めたら、１３．６ｇの３０％Ｈ２Ｏ２（グアール懸濁液中、４，
０００ｐｐｍまたは０．４０％）を、カチオン性グアールのスプリットの懸濁液に添加し
た。
【００７２】
　５）温度を９０℃に上げた。
【００７３】
　６）懸濁液のプロセス中の粘度が２３０～２８０ｃｐｓに減少したら、反応器の加熱を
止め、０．１～０．５ｇのメタ重亜硫酸ナトリウムを添加して、直ちに、試験ストリップ
（Ｅ－Ｍクワント（Ｒ）過酸化物試験）で測定しながら残留したＨ２Ｏ２を除去した。
【００７４】
　７）試験ストリップを用いてＨ２Ｏ２量がゼロであることを確かめた。
【００７５】
　８）１ｇのカトンＣＧ（０．１％）溶液を保存剤として最終生成物に加えた。
【００７６】
　実施例８ｂ
　酸化試薬を用いた化学的プロセスを併用した生化学的プロセス
　酵素による分解、続いて過酸化物による分解による、高分子量のプレキューサー３カチ
オン性グアールからの低分子量の液状ポリマーの製造
　実験８ｂ（１）
　９３３ｇの水を約５０～５５℃に加熱した。別のコンテナーに、０．０５ｇのマンナー
ゼ酵素と水とを、予備混合した。この予備混合物を、混合しながら加熱した水に添加した
。次に、５６．５グラムの高分子量の９９９，１４５ダルトンのプレキューサー３ポリマ
ー（カチオン性ＤＳは約０．９）を混合しながら添加した。このポリマーのスラリー温度
を約９０分にわたり約９０℃に高めた。
【００７７】
　次に、２．２２ｇの１．０％Ｈ２Ｏ２を添加し、４５分間混合した。次に、０．１９ｇ
のメタ重亜硫酸ナトリウムを添加し、冷却した。１０ｇのガーマベン（Ｒ）ＩＩ保存剤と
補填する水を添加し、バッチサイズを１０００ｇにした。このポリマーの分子量は、９６
３７５９ダルトンであった。
【００７８】
　実験８b（２）
　別の実験で、９３３ｇの水を約４５～５５℃に加熱した。別のコンテナーに、０．１０
ｇのマンナーゼ酵素と水とを、予備混合した。予備混合物を、混合しながら加熱した水に
添加した。次に、５６．５グラムの、高分子量の９９９，１４５ダルトンのプレキューサ
ー３ポリマー（カチオン性ＤＳは約０．９）を混合しながら添加した。スラリーのｐＨは
、約８．２であった。スラリーのｐＨをＨＣｌで約６．１に低めた。スラリーを約５０分
間混合し、ポリマー溶液のサンプルをアナラシス用に採取した。このポリマーの分子量は
、約８６２，０００ダルトンであった。このサンプルを、アルデヒド量に関して、Ｍクワ
ントホルムアルデヒド試験ストリップ（ＥＭサイエンス，ギブスタウン，ニュージャージ
ー州より入手可能）を用いて試験した。このポリマーサンプルのホルムアルデヒド量は、
０ｐｐｍであった。次に、このポリマー溶液を約９０℃に高め、４．４４グラムの１．０
％過酸化物溶液を添加した。０．２ｇのメタ重亜硫酸ナトリウムで反応を止めた。次に、
１７．６ｇの１．０％過酸化水素溶液を添加し、約９０℃で約６０分撹拌した。次に、０
．３４ｇのメタ重亜硫酸ナトリウムを添加し、冷却した。この溶液を、０．５％フェノキ
シエタノール（Ｒ）と、０．１８％ニパセプト（Ｒ）ナトリウム保存剤を用いて保存した
。これらの保存剤はいずれも、クラリアント社より入手可能である。このサンプルのアル
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デヒド量は、各試験ストリップあたり１０ｐｐｍであった。このサンプルは、２９３，０
００ダルトンの重量平均分子量を有していた。
【００７９】
　実施例８ｃ
　酸化試薬を用いた化学的プロセスを併用した生化学的プロセス
　過酸化物による分解、続いて酵素による分解による、高分子量のＮ－ハンス（Ｒ）３０
００カチオン性グアールからの低分子量の液状ポリマーの製造
　本実施例で用いられたＮ－ハンス３０００ポリマーは、約０．０６のカチオン性ＤＳ、
９２３，６５５ダルトンの重量平均分子量を有していた。シリコーンオイルバス中で、９
２９ｇの水を約９０℃に加熱した。１０．５グラムの１．０％活性Ｈ２Ｏ２を、加熱した
水に添加した。次に、５０グラムのＮ－ハンス（Ｒ）３０００ポリマーを水と過酸化物の
混合物に添加し、８０～９０℃で約１１０分間維持した。０．１９グラムのメタ重亜硫酸
ナトリウムを添加し、さらに１０分間混合し、冷却した。塩酸でｐＨを６．５に調節した
。１０グラムのガーマベン（Ｒ）ＩＩ保存剤と補填する水を添加し、総計のバッチサイズ
を１０００ｇに調節し、混合した。これにより、５％ポリマーを含む１０００グラムのバ
ッチが得られた。最終生成物の重量平均分子量は、４１８，０００ダルトンであった。
【００８０】
　８１５ｇの上記の過酸化物で分解されたポリマー溶液のサンプルを、約５０～５５℃に
加熱した。別のコンテナーに、０．０５ｇのマンナーゼ酵素と水とを、予備混合した。こ
の予備混合物を、ポリマー溶液に混合しながら添加した。このポリマー溶液の温度を、約
７０分かけて約９２℃に高めた。このサンプルをオイルバスから取り出し、混合しながら
冷却させた。８ｇのガーマベン（Ｒ）ＩＩ保存剤と補填する水を添加し、バッチサイズを
８１５ｇにした。このポリマーの重量平均分子量は、１３１，３０８ダルトンであった。
【００８１】
　実施例８ｄ
　酸化試薬を用いない生化学的プロセス
　酵素分解による高分子量のカチオン性グアールからの低分子量の液状ポリマーの製造
　実施例８ａの工程１～３における手順に従った。望ましい粘度に達したら、温度を９０
℃に高め、酵素を変性させ、反応を止めた。この混合物を周囲温度に冷却し、０．１％カ
トンＣＧ保存剤をこの反応混合物に添加した。生成物の重量平均分子量は、６７，０００
ダルトンであった。間接的なヨウ素滴定法で測定したところ、サンプルにアルデヒド含量
は含まれていなかった。
【００８２】
　実施例９
　生化学的酸化法を併用した生化学的プロセス
　固体総計が１０％の生成物（Ｍｗは４０，０００）を製造した。この生成物は、低分子
量のカチオン性グアールにアルデヒド基を有していた。手順は以下の通りである：
　１）２５℃の水道水７００ｇを、オーバーヘッド型ミキサーを備えたガラス製反応器に
置いた。
【００８３】
　２）水分約６０～６５％を含む洗浄した湿潤したカチオン性グアールのスプリット（２
８２ｇ）を反応器に添加し、オーバーヘッド型ミキサーで撹拌しながら懸濁液を形成した
。
【００８４】
　３）ｐＨを６．５～７．５に調節するために、慎重に、ただし速やかに、フマル酸を反
応器に加えた。
【００８５】
　４）３００ｍｇのマンナナーゼを、グアールのスプリットの懸濁液に添加した。
【００８６】
　５）次に、この懸濁液を、１分あたり懸濁液１容量部あたり空気０．１～０．３容量部
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で空気と共に散布した。
【００８７】
　６）次に、６，０００国際単位のガラクトースオキシダーゼガラクトースオキシダーゼ
（ハーキュレス社製，ウィルミントン，デラウェア州）、６０，０００国際単位のカタラ
ーゼ（ターミノックス・ウルトラ（Ｔｅｒｍｉｎｏｘ　Ｕｌｔｒａ）５０Ｌ製品，ノボザ
イム（ＮｏｖｏＺｙｍｅｓ）製，フランクリンタウン，ノースカロライナ州）、および、
１，５００ユニットのペルオキシダーゼ（ＮＳ５１００４，同様にノボザイム製）を、上
記の懸濁液に加えた。
【００８８】
　７）最終生成物の望ましい分子量と酸化レベルに応じて、反応を１～３時間継続させた
。
【００８９】
　８）反応の最後に、ｐＨを４．０に調節し、次に、反応器を９０℃に加熱し、３０分間
保持して酵素を不活性化した。
【００９０】
　９）保存剤として、１ｇのカトンＣＧ（０．１％）溶液を、最終生成物に添加した。
【００９１】
　このサンプルのアルデヒド含量（ガラクトース／マンノースの比率の変化によって測定
）は、０．４ミリ当量／グラムである。
【００９２】
　実施例１０～１５
　コンディショニングシャンプーの実施例：コンディショニングシャンプーにおける本発
明のカチオン性酸化多糖類の性能
　湿った毛髪および乾燥した毛髪の双方におけるもつれを改善するために、シャンプー配
合物に、コンディショニング剤、カチオン性グアールまたはカチオン性ヒドロキシエチル
セルロースを添加し、湿った毛髪および乾燥した毛髪をコーミングするエネルギーの減少
によってそれを実証した。表７の実施例１１、１２および１４における結果により、実施
例１０において、ポリマーを含まないシャンプーと比較したところ、本発明のカチオン性
の酸化グアール、および、カチオン性の酸化ヒドロキシエチルセルロース材料は、湿った
毛髪および乾燥した毛髪の双方におけるもつれを改善することが示される。実施例１１お
よび１２において、表５の実験Ｕで説明したプロセスに従って製造された低分子量および
中度の分子量のカチオン性の酸化グアールで製造されたシャンプーは、脱色した中度の茶
色の欧州人の毛髪において、ウェットコームエネルギーを、それぞれ６２％および５１％
減少させ、ドライコームエネルギーを、それぞれ３５％および２２％減少させた。本発明
のポリマーによって達成されたウェットおよびドライコームエネルギーの減少は、比較例
１３における高分子量のカチオン性グアールのそれに相当する性能と同等か、またはそれ
より優れている。実施例１１および１２における本発明のポリマーのウェットおよびドラ
イコームエネルギーの減少はまた、実施例１０におけるポリマーを含まないシャンプーの
性能（それぞれ９％および７％）よりも改善されている。実施例１４では、実施例７、表
６における実験ＡＦで説明された手順に従って製造されたカチオン性ヒドロキシエチルセ
ルロースポリマーから誘導された本発明のポリマーはまた、実施例１０のポリマー非含有
のコントロールより優れたウェットおよびドライコーミング性能を付与することが実証さ
れている。
【００９３】
　実施例１５は、実施例８ｄで説明したような、酸化処理を用いずに生化学的な分解で製
造された低分子量のカチオン性グアールのための比較例として記載するものである。この
ポリマーは、実施例１０のポリマー非含有のコントロール例より改善されたウェットおよ
びドライコーム性能を付与することを特記する；しかしながら、時間がたつと、このシャ
ンプーは、沈殿物を生じた。
【００９４】
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　表７の実施例１０～１４では、以下の成分および手順を用いてコンディショニングシャ
ンプーを製造した。
【００９５】
　フェーズ１：容器中で水を８０～９０℃に加熱し、ＨＰＭＣを混合しながら添加した。
～６０～６５℃で、カチオン性酸化多糖類を、加熱した水に混合しながら添加した。この
混合物を混合しながら２５～３５℃に冷却した。クエン酸を冷却した混合物に添加し、ｐ
Ｈを５．００～６．００に低くした。次に、この混合物を、溶解するまで約１時間撹拌し
た。
【００９６】
　フェーズ２：ローダペックスＥＳ　ＳＴＤ製品を別個のタールを塗ったビーカーに量り
取った。フェーズ１を混合しながらフェーズ２に加えた。ｐＨをクエン酸で５．０～５．
５に再調節した。混合物を均一になるまで３０～６０分撹拌した。
【００９７】
　フェーズ３：アンフォソル（Ａｍｐｈｏｓｏｌ）ＣＡ製品を、合わせたフェーズ１と２
に混合しながら添加し、混合が完了した後に、さらに５分間撹拌した。均一になるまで混
合し続けた。
【００９８】
　フェーズ４：塩化ナトリウム溶液（１０重量％）をフェーズ３に添加し、５分間撹拌し
た。グライダント（Ｇｌｙｄａｎｔ）製品を添加し、１５分間混合した。シャンプーのｐ
Ｈ値を調べ、必要に応じて、ｐＨを５．０～５．５に再調節した。調節した際は、このシ
ャンプーを１５分間混合した。
【００９９】
【表８】



(23) JP 4933251 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

【０１００】
　（１）アンフォソルＣＡ，３０％活性（ステパン・ケミカルズ（Ｓｔｅｐａｎ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓ），シカゴ，イリノイ州）、
　（２）ローダペックス（Ｒｈｏｄａｐｅｘ）ＥＳ　ＳＴＤ，３０％活性（ローディア社
，クランベリー，ニュージャージー州））、
　（３）グライダントＴＭ５５％活性，（ロンザ（Ｌｏｎｚａ），フェアーローン，ニュ
ージャージー州）、
　（４）ヒドロキシプロピルメチルセルロース－ＨＰＭＣ６０ＳＨ４０００（シンエツ（
Ｓｈｉｎ　Ｅｔｓｕ），東京，日本）。
【０１０１】
　実施例１６～２０
　配合物の粘度におけるポリマーの分子量の効果
　湿った毛髪および乾燥した毛髪の双方におけるもつれを改善するために、シャンプー配
合物に、コンディショニング剤、カチオン性グアールを添加した。現在市販されているカ
チオン性グアールは、シャンプー製品の粘度に著しい影響を有するため、極めて低いレベ
ルでのみ用いてもよい。表８の実施例１６～２０において、１）カチオン性グアールを含
まないシャンプー、２）市販のＮ－ハンス（Ｒ）３２１５カチオン性グアールを０．２％
および１．５％含むシャンプー、および、３）本発明のカチオン性の酸化グアール生成物
を１．５％含むシャンプーを作製した。
【０１０２】
　シャンプーの製造：水を含むコンテナーを７０℃の水槽に置くことによって７０℃に加
熱した。ベネセル（Ｒ）製品を混合しながら加熱した水に移した。次に、市販のＮ－ハン
ス（Ｒ）３２１５製品または本発明のポリマーを、混合しながらコンテナーに添加した。
得られた溶液を、混合しながら約４０℃に冷却した。シャンプーの残りの成分を、列挙さ
れた順番でコンテナーに添加した。このシャンプーのｐＨを約ｐＨ５．５に調節した。こ
のシャンプーを、混合しながら室温に冷却した。
【０１０３】
　表８の実施例１７および１９で用いられた本発明の生成物は、表５の実験Ｙで用いられ
た手順に従って製造された、固体量が約１０％、および、重量平均分子量が約４２，００
０ダルトンの水溶液である。それに対して、市販のＮ－ハンス（Ｒ）３２１５製品は、分
子量が約１００万の乾燥したポリマーである。この製品は高分子量であるため、コンディ
ショニングシャンプーの粘度に顕著な効果を有する。表８の実施例１６において、コンデ
ィショニング剤を含まないシャンプーを作製した。これは、約３，５４０ｃｐｓのブルッ
クフィールド粘度を有する。実施例１８において、１．５％Ｎ－ハンス３２１５製品で製
造された同様のシャンプーは、１９３，０００ｃｐｓのブルックフィールドＬＶＴ粘度を
有する。このような高い粘度では、製作者にとってシャンプーをボトルに詰めることが困
難なだけでなく、消費者が分配することも極めて困難である。ほとんどの市販のシャンプ
ーは、粘度が１０，０００ｃｐｓ未満である。実施例２０における０．２％Ｎ－ハンス（
Ｒ）３２１５製品でさえも、シャンプーの粘度は、１３，６００ｃｐｓであった。しかし
ながら、本発明の生成物（実施例１７）を１．５％活性で用いたところ、シャンプーの粘
度が９，１８０ｃｐｓに維持された。本発明のポリマー（実施例１９）を０．２％で用い
た場合、シャンプーの粘度は、８，３００ｃｐｓであった。全ての粘度は、ブルックフィ
ールド粘度計モデルＬＶＴを用いて、１２ｒｐｍで、２５℃で測定された。
【０１０４】
　穏かに脱色した欧州人の未使用の毛髪で、コンディショニングシャンプーをそのコーミ
ング性能について試験した。約５グラムの重さの１２インチの毛髪ひと房を用いた。この
研究において、コーミングエネルギーの減少が測定された。コーミングエネルギーの減少
は、ポリマーのコンディショニング性能の間接的な測定である。実施例１６に示すように
、コンディショニングポリマーがシャンプーで用いらていない場合、毛髪をコーミングす
るのにより多くの力を要する。負のコーミングエネルギーは、毛髪のもつれの指標であり
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、毛髪をコーミングするのにより大きな力またはエネルギーを必要とする。０．２％のポ
リマー量では、本発明のポリマー（実施例１９、表８）、および、市販のポリマー（実施
例２０、表８）は、ほぼ同じレベルのウェットコーミングエネルギーの減少（それぞれ１
５．８％、および、１７．１％）を示した。しかしながら、本発明のポリマー（実施例１
７）は、１．５％のポリマー量で、顕著に高いウェットコーミングの減少（５３．７％）
を示した。１．５％市販のＮ－ハンス（Ｒ）３２１５製品を含むシャンプーは、その粘度
がシャンプーの粘度範囲を著しく逸脱していたため、試験されなかった（実施例１８）。
【０１０５】
【表９】

【０１０６】

【表１０】

【０１０７】
　より高いポリマー濃度で、シャンプーの粘度に影響を与えずに性能が改善されることの
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　表９において、シャンプーのウェットコーミング性能に対する本発明のポリマーの濃度
の効果を示す。毛髪のウェットコーミングエネルギーの減少が大きければ、コンディショ
ニングポリマーによって改善されたコンディショニング効果が高いものとする。実施例２
１～２５におけるウェットコーミングデータに基づき、最大のウェットコーミング性能を
得るには、少なくとも０．８％活性のポリマーが望ましい。市販の高分子量のカチオン性
グアール（例えばＮ－ハンス（Ｒ）３２１５製品）を用いると、シャンプーの粘度は、０
．２％ポリマー量で１３，６００ｃｐｓであり（表８の実施例２０Ａ）、および、０．５
％ポリマー量で２３，２５０ｃｐｓである（表８の実施例２０Ｂ）。これら両方の粘度は
、表１０の実施例２６～３０に示すような市販のシャンプーにおける望ましい粘度範囲の
両端の値と考えられる。しかしながら、表８の実施例１７、および、表９の２５では、本
発明のポリマーを用いると、１．５％ものポリマー量でもシャンプーの粘度は、１０，０
００ｃｐｓ未満であった。表１１の実施例３１および３２におけるシャンプーの粘度の比
較により、本発明のポリマーは、より高いカチオン性ＤＳを有するグアールに関しても、
シャンプーの粘度へ影響を与えることなく毛髪へのコンディショニング性能に効果を有す
ることがさらに実証された。実施例３２のポリマーを、実施例６の表５の実験Ｚにおける
手順に従って製造した。表８でシャンプーに関して説明された手順を用いて、シャンプー
を作製した。１．５％本発明のポリマー（実施例３２）を含むシャンプーの粘度は、約１
１，０００ｃｐｓであり、それに対して、高分子量のポリマー（実施例３１）の場合は３
２，０００ｃｐｓであった。実施例３２における本発明のポリマーのほうが、わずかに優
れたウェットコーミング性能を有していた。
【０１０８】
　これらの結果は、本発明のポリマーにより、製作者は、シャンプーの粘度著しく増すこ
となくさらなるコンディショニングを付与することが可能であることを実証している。
【０１０９】
【表１１】

【０１１０】
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【表１２】

【０１１１】
【表１３】

【０１１２】
【表１４】

【０１１３】
　表８に関して説明された手順を用いて、シャンプーを作製した。全ての粘度は、ブルッ
クフィールド粘度計モデルＬＶＴを用いて、１２ｒｐｍで、２５℃で測定された。
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【０１１４】
　実施例３３～３７
　シャワージェル：ポリマー濃度を増加させた場合のシャワージェル粘度および泡の安定
性における効果の、本発明のポリマーと、市販のカチオン性グアールとの比較
　まず、ベネセル（Ｒ）ＭＰ９４３製品を水にを分散させて、表１２のコンディショニン
グシャワージェルを作製した。次に、Ｎ－ハンス（Ｒ）３１９６製品または本発明のカチ
オン性ポリマーを添加した。次に、シャワージェルの残りの成分を列挙した順番で添加し
、それぞれの添加の間の時間、よく混合した。全ての成分をよく混合したら、シャワージ
ェルのｐＨをクエン酸で５．０～６．０に低くした。全ての粘度は、ブルックフィールド
ＬＶＴ粘度計を用いて、１２ｒｐｍで、２５℃で測定された。
【０１１５】
　再び、市販のＮ－ハンス（Ｒ）３１９６ポリマーは、１．５％でも、シャワージェルに
極めて顕著な粘度の増加を起こすことなく添加することは不可能であった（実施例３４、
表１２）。市販のＮ－ハンス３１９６ポリマーを含むコンディショニングシャワージェル
の粘度は、１２ｒｐｍで、４２，７００ｃｐｓであり、それに対して、ポリマーを含まな
いシャワージェル（実施例３３）の粘度は、わずか４６０ｃｐｓであった。本発明のポリ
マーを濃度１．５％で用いると、粘度は、わずか３，３８０ｃｐｓであった（実施例３５
）。実施例３６、３７および３４は、コンディショニング製品のポリマーを含まない実施
例３３と比較した、シャワージェル粘度に対する市販のＮ－ハンス（Ｒ）３１９６ポリマ
ーの効果を示す。粘度測定は、ブルックフィールドＬＶＴ粘度計を用いて、１２ｒｐｍで
、２５℃で行われた。
【０１１６】
　以下で説明する方法を用いて、泡の排出を測定した。泡の排出時間は、泡の安定性を測
定する間接的な方法である。排出時間が長ければ、より安定で濃い泡であることを示す。
消費者は、より安定な泡を実用的とみなす。本発明のポリマーを含むシャワージェル（実
施例３５）の泡の排出時間は、本発明のポリマーを含まないシャワージェル（実施例３３
）の２倍以上であった。実施例３７において、０．５％の市販のＮ－ハンス（Ｒ）３１９
６カチオン性グアールを含むものは、本発明のポリマー（実施例３５）を含むものとほと
んど同じ粘度になったが、本発明のポリマーの泡の安定性は、２０％を超えて高かった。
【０１１７】
　泡の試験の機器／方法の説明
　泡の試験：この方法は、希釈したシャワージェルの泡の排出時間を測定し、コンディシ
ョニングポリマーの泡の品質への影響を決定するのに用いられた。長い排出時間は、優れ
た安定性を有する濃く高密度の泡を示す。
【０１１８】
　機器：
　ワーリング（Ｗａｒｉｎｇ）製の（Ｒ）ブレンダーモデル＃７０１２もしくは３４ＢＬ
９７、またはそれと同等のもの。漏斗、好ましくはプラスチック製；直径６”、ＩＤネッ
ク７／８”、高さ５と４分の１”、頂点から２”の距離に水平ワイヤーを備える。米国標
準試験ふるい（Ｕ．Ｓ．Ａ．Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｔｅｓｔｉｎｇ　Ｓｉｅｖｅ）番号２０
、直径７インチ。ストップウォッチ。
【０１１９】
　手順：
　ビーカー中で１０００ｇの希釈したシャワージェル溶液を製造した。
シャワージェル　６６．４５ｇ、
脱イオン水　９３３．５５ｇ、
総計１０００．００ｇ。
【０１２０】
　次に、８オンスのジャーで２００グラムの希釈溶液の重さを量った。２００グラムの希
釈したシャワージェルを含む３つのジャーを準備した。次に、ジャーを、温度４０℃に設
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た。各配合物に対して総計３回の測定を行った。
【０１２１】
　２００ｇの希釈したシャワージェルを、清潔な乾燥したワーリング製のブレンダーガラ
ス容器に注いだ。シャワージェルを、覆いながら正確に１分間、最高速度で泡立て、フォ
ームを形成した。直ちに、このフォームを、ビーカー上の２０メッシュのスクリーンに立
てた清潔で乾燥した漏斗に注いだ。このフォームを、ブレンダーから正確に１５秒流した
。あふれないように、できる限り多くのフォームを漏斗に流し込むようにした。フォーム
の流し込みを１５秒で止めた。ワイヤーがフォームまたは液体で覆われなくなるまでフォ
ームを排出するのに必要な総時間（流し込み時間の１５秒を含む）を記録した。試験を３
回行った。結果を秒で表１２に示す。
【０１２２】
　参考文献：
（１）Evaluation of the foaming Capacity in shampoos: Efficacy of various Experi
mental Methods by F.J.Domingo Campos,R.M.Druguet Tantina,Cosmetic & toiletries P
age 121-130,Vol.98,September 1983、
（２）The Lathering Potential of Surfactants - Simplified Approach to measuremen
t by J.Roger Hart and Mark T.DeGeorge.J.Soc.Cosmet.Chem.,31,223-236 September/Oc
tober 1980。
【０１２３】
【表１５】

【０１２４】
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【表１６】

【０１２５】
　表１２の実施例３５に記載の本発明のポリマーを、実施例６の表５における実験Ｚに関
して説明された方法に類似した方法（ただし、Ｎ－ハンス３２０５カチオン性グアールを
、プレキューサー２カチオン性グアールの代わりに用いた）によって製造した。最終生成
物の分子量は、最初のＮ－ハンス３２０５カチオン性グアールで測定された分子量１，０
５０，０００ダルトンから減少して、５５０，０００ダルトンであった。
【０１２６】
　実施例３８～４２
　再び、市販のカチオン性ヒドロキシプロピルグアール、ジャガー（Ｒ）Ｃ１６２ポリマ
ーは、２．０％でも、シャワージェルに極めて顕著な粘度の増加を起こすことなく添加す
ることは不可能であった（実施例３９、表１３）。市販のジャガー（Ｒ）Ｃ１６２を含む
コンディショニングシャワージェルの粘度は、１２ｒｐｍで４１，４００ｃｐｓであり、
それに対して、ポリマーを含まないシャワージェルの粘度は、わずか５５５ｃｐｓであっ
た。本発明のポリマーを用いると、粘度は、２．０％活性のポリマーでわずか３，３２０
ｃｐｓであった（実施例４０）。粘度測定は、ブルックフィールドＬＶＴ粘度計を用いて
、１２ｒｐｍで、２５℃で行われた。また、市販のジャガー（Ｒ）Ｃ１６２製品も、０．
２％、および、０．５％活性のレベルで試験した（実施例４１および４２）。これは、０
．５％レベルで（実施例４２）、本発明のポリマーを２．０％含む配合物（実施例４０）
と同じ粘度に達した。上述した方法を用いて泡の安定性を測定した。実施例４０における
シャワージェル（本発明のポリマーを含む）の泡の排出時間は、本発明のポリマーを含ま
ないシャワージェル（実施例３８）の２倍以上であった。排出時間が長ければ、泡はより
安定である。
【０１２７】
　実施例４０、表１３で説明された本発明のポリマーを、実施例６、表５の実験Ｚで用い
られた手順に類似した手順（ただし、プレキューサー２カチオン性グアールの代わりに、
ジャガー（Ｒ）Ｃ１６２カチオン性ヒドロキシプロピルグアールを用いた）によって作製
した。その生成物の分子量は、最初のジャガーＣ１６２カチオン性ヒドロキシプロピルグ
アールの分子量１，０８０，０００ダルトンから減少して、５５５，５３２ダルトンであ
った。
【０１２８】
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【表１７】

【０１２９】
【表１８】

【０１３０】
　実施例４３～４７
　高分子量のカチオン性グアールと本発明のポリマーとの、液体石鹸の粘度および泡の安
定性に対するポリマー濃度の効果の比較例
　表１４は、市販のＮ－ハンス（Ｒ）３１９８カチオン性グアール濃度の、液体石鹸の粘
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）の１２３ｃｐｓから、１．５％の市販のＮ－ハンス３１９８製品（実施例４６）の２３
，４００ｃｐｓへ増加する。このような高い粘度では、液体石鹸の分配は困難になる。本
発明のポリマーを１．５％活性で含ませると（実施例４７）、配合物の粘度は、わずか３
１５ｃｐｓであった。市販のポリマーであれば、このような低粘度を維持するには０．２
％活性レベルでしか用いることができなかった（実施例４４）。しかしながら、このレベ
ルでは、液体石鹸の泡の安定性は不良である。泡の安定性は、わずか約３０秒であり、そ
れに対して、本発明のポリマーでは約７１秒であった（実施例４７）。
【０１３１】
　液体石鹸の製造
　ナトロソル（Ｎａｔｒｏｓｏｌ）ヒドロキシエチルセルロースを混合しながら水に分散
させた。次に、カチオン性グアール（市販のＮ－ハンス（Ｒ）３１９８、または、本発明
のポリマー）を、混合しながら添加した。アンモニクス（Ａｍｍｏｎｙｘ）（Ｒ）４００
２、バイオテージ（Ｒ）ＡＳ４０、および、エメレスト（Ｅｍｅｒｅｓｔ）（Ｒ）成分を
、混合しながら列挙した順番で添加した。このバッチを、エメレスト（Ｒ）成分が溶解す
るまで８０℃の水槽中で混合した。次に、このバッチを水槽から取り出し、混合しながら
冷却させた。このバッチを室温にに冷却しながら残りの成分を添加した。
【０１３２】
【表１９】

【０１３３】
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【表２０】

【０１３４】
　実施例４７、表１４で用いられた本発明のポリマーを、実施例６、表５の、実験Ｚで用
いられた手順に類似した手順によって作製した（Ｎ－ハンス３１９８カチオン性グアール
を、プレキューサー２で置き換えたことを除く）。
【０１３５】
　実施例４８～５０
　本発明のポリマーを含むスキンローションと、市販の高分子量のカチオン性グアールと
の、安定性を証明する比較例
　スキンローションの製造方法：
　パートＡ：８オンスのジャーで、水の重さを量り、次に、８０℃の水槽に置いた。ナト
ロソル（Ｒ）を混合しながら移した。次に、Ｎ－ハンス（Ｒ）３２１５、または、本発明
のポリマーを添加し、続いてグリセリンを添加した。
【０１３６】
　パートＢ：別のコンテナーに、エメレスト（Ｒ）２４００の重さを量り、８０℃の水槽
に置いた。パートＢの残りの成分を、混合しながら列挙した順番で添加した。パートＡ。
【０１３７】
　パートＡを、パートＢに混合しながらゆっくり添加した。温度を８０℃に維持した。
【０１３８】
　パートＣ：パートＣを、パートＡ／Ｂに添加した。４０℃に冷却しながら混合し続けた
。次に、ガーマベン（Ｒ）製品を添加し、混合しながら冷却し続けた。１２ｒｐｍ、２５
℃で２４時間たった後に、ブルックフィールド（Ｒ）ＬＶＴ粘度計を用いて粘度を測定し
た。
【０１３９】
　実施例５０、表１５における本発明のポリマーを、実施例６、表５における実験Ｙで説
明したようにして作製した。
【０１４０】
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【表２１】

【０１４１】

【表２２】

【０１４２】
　ローションおよびクリームの配合において、最終配合物の安定性は、製作者にとって重
要な目標である。実施例４９で示したように、市販のＮ－ハンス３２１５を含むスキンロ
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まないローションエマルジョン（実施例４８）の粘度は、わずか約１，５００ｃｐｓであ
り、柔らかすぎる。本発明のポリマーを含むローションエマルジョンは、安定なだけでな
く、約２，８００ｃｐｓの粘度を有し、分配したときにより高い粘性を有する。
【０１４３】
　実施例５１～５３
　本発明のポリマーと、高分子量のカチオン性グアールとの、改善された配合物の美観を
証明する比較例
　日焼け止めの製造方法：
　パートＡ：８オンスのジャーにドラケオール（Ｄｒａｋｅｏｌ）を量り入れた。次に、
ジャーを、７０℃に設定されたバス中にに置いた。パートＡの残りの成分を、混合しなが
ら列挙した順番で添加した。７０℃で３０分間混合し続けた。
【０１４４】
　パートＢ：別のジャーに、水を量り入れ、次に、７０℃の水槽に置いた。ナトロソル（
Ｒ）ポリマーを、混合しながら水に添加した。次に、パートＢの残りの成分を、７０℃で
混合しながら添加した。
【０１４５】
　パートＣ：パートＣを予備混合した。パートＢの全ての成分が溶解したら、パートＣを
パートＢに添加した。混合しながら７０℃に達したら、次に、パートＢ／ＣをパートＡに
添加した。７０℃で３０分間混合し続けた。
【０１４６】
　パートＤ：上記のパートＡ／Ｂ／Ｃ混合物を水槽から取り出し、混合しながら５０℃に
冷却した。温度が５０℃になったら、ガーマベンＩＩ製品を添加した。日焼け止めエマル
ジョンが室温になるまで混合し続けた。
【０１４７】
　実施例５３、表１６における本発明のポリマーを、実施例６、表５の実験Ｕで説明され
たプロセスによって製造した（ただし、Ｎ－ハンス３２１５の代わりにＮ－ハンス３１９
８ポリマーを用いた）。
【０１４８】
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【０１４９】
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【表２４】

【０１５０】
　サンケアローションを配合する場合、クリーム状のつやのあるエマルジョンが望ましい
。また、ローションが垂れたり、または稠度が柔らかすぎないように十分な粘度を生じ、
ただし、濃すぎず、塗り広げるのが困難にならないことも望ましい。市販のカチオン性グ
アールＮ－ハンス（Ｒ）３１９８で製造された日焼け止め（実施例５２）は、わずかにざ
らざらしており、オフホワイト色であることに加え、極めて高い粘度を有していた。本発
明の生成物で製造された日焼け止め（実施例５２）は、コンディショニングポリマーを含
まない日焼け止め（実施例５１）に匹敵する粘度を有するだけでなく、つやがあり、白色
で、安定であった（実施例５１）。
【０１５１】
　実施例５４～６２：
　本発明のポリマーを含むランドリー用洗浄剤および織物用柔軟剤と、高分子量のカチオ
ン性グアールを含むランドリー用洗浄剤および織物用柔軟剤との、改善された安定性と稠
度を証明する比較例
　液状ランドリー用洗浄剤および織物用柔軟剤の配合において、生成物の性能が付与でき
るように配合物の安定性とその稠度が重要である。高い粘度の配合物は、洗濯機で容易に
混合されず、クレンジングまたは織物のコンディショニングが不良になる場合がある。ま
た、配合物における不良な安定性、および、成分の全体的な相分離も性能に負の影響を与
える。
【０１５２】
　表１７に記載の本発明のポリマーを、実施例６、表５の実験Ｙに関して説明されたプロ
セスに従って製造した。
【０１５３】
　表１７に示すように、本発明のポリマーを、０．２％活性レベルで、プロクター・アン
ド・ギャンブル社（Ｐｒｏｃｔｅｒ＆Ｇａｍｂｌｅ　Ｃｏ．，シンシナティ，オハイオ州
）より市販されているタイド（Ｔｉｄｅ）（Ｒ）液状ランドリー用洗浄剤と、ユニリーバ
（Ｕｎｉｌｅｖｅｒ，グリーンウイッチ，コネチカット州）製のウィスク（Ｗｉｓｋ）液
状ランドリー用洗浄剤に、後で添加した。０．２％の市販のＮ－ハンス（Ｒ）３２１５カ
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チオン性グアールを、これらランドリー用洗浄剤に後で添加した。
【０１５４】
【表２５】

【０１５５】
　本発明の生成物は、元々の液状ランドリー用洗浄剤の粘度への影響を有さず、さらに相
溶性であった（実施例５５および５８）。Ｎ－ハンス（Ｒ）３２１５製品は、相溶性では
ないことがわかった（実施例５６および５９）。
【０１５６】
　織物の柔軟剤において、本発明のポリマーは、粘度への著しい影響はなく、ｐＨ３～３
．５に対して安定であった（実施例６１）。それに対して、市販のＮ－ハンス（Ｒ）３２
１５ポリマーは、市販の織物柔軟剤をゲル状にし（実施例６２）、使用に適さないものに
した。
【０１５７】
　実施例６３～６９
　本発明のポリマーと、高分子量のカチオン性グアールとの、コンディショニングボディ
洗剤の粘度への改善された効果を証明する比較例：過酸化物による分解プロセスによって
、および、生化学的プロセスと過酸化物プロセスとの併用によって製造されたポリマーの
場合
　実施例６５および６６の表１８に記載の本発明のポリマーで製造されたボディ洗剤は、
市販のＮ－ハンス（Ｒ）３０００製品（実施例６４）と比べてより低い粘度を有する。実
施例６５において、実施例６、表５の実験ＡＣに関して説明された手順に従って、過酸化
物による分解でポリマーを作製した。実施例６６において、実施例８Ｃで説明したように
、過酸化物、続いて酵素による分解の連続処理によってポリマーを作製した。
【０１５８】
　表１９に記載の本発明のポリマーで製造されたボディ洗剤（実施例６８～６９）は、プ
レキューサー３で製造されたボディ洗剤（実施例６７）と比較してかなり低い粘度を有し
ていた。実際には、プレキューサー３で製造された洗剤は、ほとんどゲルのような状態で
あった。実施例６、表５に記載の実験ＡＡおよびＡＢで説明したように、実施例６８で用
いられた本発明のポリマーを、過酸化物による分解で作製した。実施例６９で用いられた
本発明のポリマーを、実施例８Ｂで説明したように、酵素、続いて過酸化物による分解の
連続処理によって作製した。
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【０１５９】
【表２６】

【０１６０】
　全ての粘度は、ブルックフィールドＬＶＴを用いて、スピンドル回転が１２ｒｐｍで２
分間で測定された。サンプルを２５℃で調整した。
【０１６１】

【表２７】

【０１６２】
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【表２８】

【０１６３】
　全ての粘度は、ブルックフィールドLVTを用いて、スピンドル回転が１２ｒｐｍで２分
間で測定された。 サンプルを２５℃で調整した。
【０１６４】

【表２９】

【０１６５】
　表２０：本発明のポリマーの酸化性の基の含量
　表２０の結果は、実施例６、７または８ａ、ｂ、ｃの手順で製造された本発明の材料と
、実施例８ｄとの手順で製造された本発明の材料と、市販の高分子量のカチオン性の、市
販のポリマーとの組成の差を示す。アルデヒド基検出に特定の方法（Ａｎａｌｙｔｉｃａ
ｌ　Ｂｉｏｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，１９８３年，１３４，４９９～５０４）を用いて、ポリ
マー溶液を解析した。これら試験の結果を、表２０に記載の比色試験の結果によって、５
９５ｎｍ／グラム（ポリマー）での吸光度として、または、ミリ当量（アルデヒド）／グ
ラム（ポリマー）として示す。
【０１６６】
　表２０に記載の結果で示されるように、実施例６、７または８ａ～ｃの手順で製造され
た本発明の材料から、顕著な吸光度を有する材料を得られた（プーパルド（Ｐｕｒｐａｌ



(40) JP 4933251 B2 2012.5.16

10

20

ｄ）法［Ｈ．Ｂ．Ｈｏｐｐｓ，Ａｌｄｒｉｃｈｉｍｉｃａ　ＡＣＴＡ，２０００，３３（
１），２８～３０］で測定）。この方法は、アルデヒド検出に特定のである。この方法で
、実施例８ｄの手順に従って製造された材料、または、最初のカチオン性グアールまたは
その他の市販のカチオン性グアール材料では、ごくわずかな吸光度しか検出されなかった
。
【０１６７】
　これらの結果は、酸化剤を、単一の反応性の処理として、または、加水分解酵素処理と
組合せて含む処理によって製造された材料は、ポリマーに測定可能なアルデヒド基の量を
含む低分子量の材料を生成することを示す。間接的なヨウ素滴定を用いて、数種のサンプ
ルにおけるアルデヒドの量を定量し、吸光度／グラムをミリ当量（アルデヒド）／グラム
に変換するように較正する方程式を作成した。この方法で決定したところ、本発明の材料
におけるアルデヒド基の量は、少なくとも０．００１ミリ当量／ｇである。較正のための
方程式を、方程式２に示す。表２０に示されるミリ当量／グラム（アルデヒド）値を方程
式（２）から決定したが、ただし、実施例８～４を除く（これらは、直接測定された）。
表２０および２１の実施例９において、アルデヒド含量は、酸で加水分解したグアール生
成物の糖をＨＰＬＣを用いて解析することによって決定され、初発のカチオン性グアール
前駆体と、酸化カチオン性グアール生成物とのガラクトース／マンノースの比率が得られ
た。酸化カチオン性グアールのアルデヒド含量は２３％であった（０．４１ミリモル（ア
ルデヒド）／グラム（ポリマー）に相当する）。
【０１６８】
　（２）吸光度／グラム＝４４５．５２（ミリ当量（アルデヒド）／ｇ）＋０．９９５３
。
【０１６９】
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(42) JP 4933251 B2 2012.5.16

10

20

30

40

50

【表３１】

【０１７１】
　また、実施例６および８ａ～ｃの方法で製造されたサンプルにおけるアルデヒド含量を
測定するのに、プーパルド試薬（Ｅ－Ｍサイエンス）で被覆した試験ストリップも用いら
れた。これらの結果を、本発明の生成物に関する粘度データおよびＭＷデータと共に表２
１に示す。総合すると、表２０と２１の結果は、本発明の生成物は、少なくとも０．００
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ド粘度の下限は、３０ｒｐｍ、２５Ｃ、スピンドル４で、４０ｃｐｓであり、ブルックフ
ィールド粘度の上限は、０．３ｒｐｍ、２５Ｃ、スピンドル４で、２，０００，０００ｃ
ｐｓであることを実証する。
【０１７２】
　実施例７０
　ポリマーブレンドのための化学的酸化プロセス
　高分子量のカチオン性多糖類ブレンドからの、低分子量の液状カチオン性多糖類の製造
：
　５０ｇの０．０６カチオン性ＤＳを、５０ｇのカチオン性ＨＥＣ（ポリマーＬＲ３０Ｍ
，ダウ・ケミカル製，ミッドランド，ミシガン州）、および、１．２５ｇのフマル酸とブ
レンドした。８１６ｇの水を約９０℃に加熱した。次に、７５ｇの１．０％過酸化水素を
添加した。約３０分間混合し、次に、１８．１ｇの１．０％過酸化水素を添加した。混合
しながら、１８．１ｇの１．０過酸化水素を約３０分の間隔で２回さらに添加した。最後
の過酸化物を添加した後、約９０分間混合した。次に、０．９５グラムのメタ重亜硫酸ナ
トリウムを添加した。この溶液を、０．５％フェノキシエタノールおよび０．１８％ニパ
セプトナトリウムで保存した。この実験の本発明のポリマーに関する詳細を表２１に示す
。
【０１７３】
　本実施例は、本発明のポリマーは、機能性ポリマーのブレンドを用いて製造することが
できることを実証する。
【０１７４】
　実施例７１
　以下の実施例は、低分子量の本発明のカチオン性酸化多糖類は、シリコーン材料を含む
パーソナルケア配合物に含ませることができ、その結果得られた生成物の粘度は、市場で
入手可能な高分子量の市販のカチオン性多糖類を含むシリコーン配合物の粘度と比較する
と顕著に減少されることを実証する。シリコーン材料としては、シロキサン構造にポリオ
ール、アミノ、または、その他の官能基を含む、シクロシロキサン、直鎖状シロキサン、
末端にヒドロキシを有するシロキサン、櫛型またはグラフトシロキサン構造のポリマーま
たはオリゴマーの形態が挙げられる。
【０１７５】
　これら実験に、表２２に記載の成分で構成されるアニオン性シャンプー配合物を用いた
。界面活性剤と水を６０Ｃで１時間混合し、混合物を３５Ｃに冷却し、シリコーンエマル
ジョンを添加することによって、配合物を製造した。このシャンプーは、ＧＥシリコーン
エマルジョンＳＭ５５５を含む（シリコーン含量は０．５重量％）。実施例６、表５、実
験Ｙからの低分子量のカチオン性グアールを、実施例７１～１のシャンプーに含ませ、実
施例７１－２～７１－５に記載の高分子量の市販のカチオン性グアールを含むシャンプー
、および、実施例７１－６に記載の市販のシャンプーと比較した。シャンプーの粘度は、
ブルックフィールドＬＶＴ粘度計を用いて、スピンドル４、０．３および３０ｒｐｍで、
室温で測定した。
【０１７６】
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【表３２】

【０１７７】
　表２２に記載の結果は、本発明のポリマーを用いれば、望ましいシャンプーの粘度が得
られること、本シャンプーは、相分離を示さないことを実証する。市販の高分子量のカチ
オン性ポリマーが配合されたシャンプーは、不必要に粘性であり、注ぐのが困難である。
また、本発明のカチオン性酸化多糖類とその他の水溶性ポリマーとのブレンドもシリコー
ンポリマーおよびオリゴマーを含むパーソナルケア配合物に含ませることができ、安定な
系を生成することができる。
【０１７８】
　配合物の美観（すなわち泡立ち）、安定性、コンディショニングオイル（例えばシリコ
ーン）またはその他のコンディショニング剤の、毛髪、皮膚およびテキスタイル基材への
付与および分解効率を改善するために、本発明のカチオン性酸化多糖類、ならびに、それ
らと、その他の機能性ポリマー、例えばキトサン、ポリビニルピロリドンホモポリマーお
よびコポリマー、アクリルアミドホモポリマーおよびコポリマー、高分子量のカチオン性
ヒドロキシエチルセルロース、高分子量のカチオン性グアール、および、疎水性ポリマー
（または、会合性ポリマーとしても知られている）との二元系および三元系ブレンドを設
計することができる。これらブレンドはまた、その他の成分、例えば抗菌性化合物、ふけ
防止化合物、コンディショニング剤、芳香剤、日焼け止め活性物質、エモリエント剤、モ
イスチャライザー、抗乾癬薬のような医薬品、ポリビニルピロリドンコポリマーのような
整髪補助剤、サイズ剤などを、毛髪、皮膚およびテキスタイル基材に付与する効率を改善
することもできる。本発明のポリマーと、水溶性機能性ポリマーとのブレンドのいくつか
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を実施例７２に示し、これらブレンドの粘度を表２１に示す。本発明のポリマーを含む多
種多様なポリマーブレンドが製造可能であり、本実施例は、包括的なものではない。
【０１７９】
　実施例７２
　本実施例は、本発明のポリマーは、その他の機能性ポリマーとブレンドできることこと
を実証する。それぞれのブレンドの粘度を表２１に示す。
【０１８０】
　キトサンの５％分散液（バンソン社（Ｖａｎｓｏｎ　Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ），レ
ッドモンド，ワシントン州；８８％脱アセチル，１％粘度：６６０ｃｐｓ）を、２．１グ
ラムのキトサンと、フマル酸の６％分散液とを混合することによって製造した。この分散
液を用いて２種のブレンドを製造した：
　７２－１：
　２５．３グラムのキトサン分散液と９０．５グラムの実施例６、実験ＡＣとを混合し、
分散液を製造した。この分散液の２４時間の粘度を、ブルックフィールド粘度計で、０．
３および３０ｒｐｍで、周囲温度で測定したところ、それぞれ１４，０００、および、２
，２２０ｃｐｓであることがわかった。
【０１８１】
　７２－２：
　１１．４グラムのキトサン分散液と、９４．１グラムの実施例８Ｂ（分子量９６４，０
００）とを混合し、分散液を製造した。この分散液の２４時間の粘度を、ブルックフィー
ルド粘度計で、０．３および３０ｒｐｍで、周囲温度で測定したところ、それぞれ８，０
００、および、３，９２０ｃｐｓであることがわかった。
【０１８２】
本発明を特定の実施形態に関して説明したが、本発明はそれらに限定されるべきではなく
、本発明の本質と範囲を逸脱することなく多くの変更および改変が可能であると理解すべ
きである。
[本発明の態様］
［１］
少なくとも１種のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を含むパーソナルケアまた
は家庭用ケア組成物であって、前記カチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体は、下限
５０，０００、および、上限１，０００，０００の重量平均分子量を有し、多糖類１グラ
ムあたり少なくとも０．００１ミリ当量のアルデヒド官能基の含量を有する、少なくとも
１種のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を含む、前記パーソナルケアまたは家
庭用ケア組成物。
［２］
前記少なくとも１種のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体は、２５℃で、前記多
糖類の固体が１０重量％で、下限３０ｃｐｓ、および、上限２，０００，０００ｃｐｓの
ブルックフィールド粘度を有する、１に記載のパーソナルケアまたは家庭用ケア組成物。
［３］
下限約０．００１、および、上限約３．０のカチオン性の置換度（ＤＳ）を有する、１に
記載の組成物。
［４］
前記カチオン性の置換度（ＤＳ）は、０．０１の下限値を有する、３に記載の組成物。
［５］
前記カチオン性の置換度（ＤＳ）は、０．０５の下限値を有する、３に記載の組成物。
［６］
前記カチオン性の置換度（ＤＳ）は、０．１の下限値を有する、３に記載の組成物。
［７］
前記カチオン性の置換度（ＤＳ）は、約２．０の上限を有する、３に記載の組成物。
［８］
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前記カチオン性の置換度（ＤＳ）は、約１．０の上限を有する、３に記載の組成物。
［９］
前記カチオン性の置換度（ＤＳ）は、約０.５の上限を有する、３に記載の組成物。
［１０］
前記カチオン性の置換度（ＤＳ）は、約０.２５の上限を有する、３に記載の組成物。
［１１］
前記カチオン性に誘導体化した多糖類における誘導体成分は、アルキル、ヒドロキシアル
キル、アルキルヒドロキシアルキル、および、カルボキシメチルからなる群より選択され
、ここで、前記アルキルは、１～２２個の炭素を含む炭素鎖を有し、前記ヒドロキシアル
キルは、ヒドロキシエチル、ヒドロキシプロピル、および、ヒドロキシブチルからなる群
より選択される、１に記載の組成物。
［１２］
前記多糖類は、セルロース、スターチ、デキストラン、および、ポリガラクトマンナンか
らなる群より選択される、１に記載の組成物。
［１３］
前記多糖類は、ポリガラクトマンナンであり、グアールもしくはローカストビーンのいず
れか、または、それらの誘導体である、１２に記載の組成物。
［１４］
前記多糖類は、セルロール系であり、セルロースエーテル誘導体である、１２に記載の組
成物。
［１５］
前記カチオン性成分は、第四アンモニウム化合物から選択される、１に記載の組成物。
［１６］
前記第四アンモニウム化合物は、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルトリメチルアンモ
ニウム塩化物、２、３－エポキシ－プロピルトリメチルアンモニウム塩化物、３－クロロ
－２－ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム臭化物、２，３－エポキシ－プロピル
トリメチルアンモニウム臭化物；グリシジルトリメチルアンモニウム塩化物、グリシジル
トリエチルアンモニウム塩化物、グリシジルトリプロピルアンモニウム塩化物、グリシジ
ルエチルジメチルアンモニウム塩化物、グリシジルジエチルメチルアンモニウム塩化物、
および、それらに対応する臭化物およびヨウ化物；３－クロロ－２－ヒドロキシプロピル
トリメチルアンモニウム塩化物、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルトリエチルアンモ
ニウム塩化物、３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルトリプロピルアンモニウム塩化物、
３－クロロ－２－ヒドロキシプロピルエチルジメチルアンモニウム塩化物、および、それ
らに対応する臭化物およびヨウ化物；および、イミダゾリン環含有化合物のハロゲン化物
からなる群より選択される、１５に記載の組成物。
［１７］
Ｍｗの下限は、５０，０００である、１に記載の組成物。
［１８］
Ｍｗの下限は、７５，０００である、１に記載の組成物。
［１９］
Ｍｗの下限は、１００，０００である、１に記載の組成物。
［２０］
Ｍｗの上限は、１，０００，０００である、１に記載の組成物。
［２１］
Ｍｗの上限は、６００，０００である、１に記載の組成物。
［２２］
Ｍｗの上限は、３００，０００である、１に記載の組成物。
［２３］
Ｍｗの上限は、１５０，０００である、１に記載の組成物。
［２４］
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前記多糖類の３０ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の下限は、５０ｃｐｓである、
２に記載の組成物。
［２５］
前記多糖類の３０ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の下限は、１００ｃｐｓである
、２に記載の組成物。
［２６］
前記多糖類の３０ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の下限は、３００ｃｐｓである
、２に記載の組成物。
［２７］
前記多糖類の３０ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の上限は、１０，０００ｃｐｓ
である、２に記載の組成物。
［２８］
前記多糖類の３０ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の上限は、５，０００ｃｐｓで
ある、２に記載の組成物。
［２９］
前記多糖類の３０ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の上限は、２，０００ｃｐｓで
ある、２に記載の組成物。
［３０］
前記多糖類の０．３ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の下限は、５０，０００ｃｐ
ｓである、２に記載の組成物。
［３１］
前記多糖類の０．３ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の下限は、１００，０００ｃ
ｐｓである、２に記載の組成物。
［３２］
前記多糖類の０．３ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の下限は、１５０，０００ｃ
ｐｓである、２に記載の組成物。
［３３］
前記多糖類の０．３ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の上限は、１，０００，００
０ｃｐｓである、２に記載の組成物。
［３４］
前記多糖類の０．３ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の上限は、５００，０００ｃ
ｐｓである、２に記載の組成物。
［３５］
前記多糖類の０．３ｒｐｍにおけるブルックフィールド粘度の上限は、２５０，０００ｃ
ｐｓである、２に記載の組成物。
［３６］
着色剤、保存剤、抗酸化剤、アルファまたはベータヒドロキシ酸、活性増強剤、乳化剤、
機能性ポリマー、増粘剤、アルコール、脂肪または脂肪族化合物、抗菌性化合物、ふけ防
止剤、ボリューマイザー、静電気防止剤、モイスチャライザー、整髪補助剤、ジンクピリ
チオン、シリコーン材料、炭化水素ポリマー、皮膚軟化薬、油、界面活性剤、懸濁化剤、
サンケア剤、および、それらの混合物からなる群より選択される成分をさらに含む、１に
記載の組成物。
［３７］
前記成分は、アニオン性、疎水性修飾した、および両性アクリル酸コポリマー、ビニルピ
ロリドンホモポリマーおよびコポリマー、カチオン性ビニルピロリドンコポリマー、非イ
オン系、カチオン性、アニオン性および両性セルロール系ポリマー、アクリルアミドホモ
ポリマー、カチオン性、アニオン性、両性および疎水性修飾したアクリルアミドコポリマ
ー、ポリエチレングリコールポリマーおよびコポリマー、疎水性修飾したポリエーテル、
疎水性修飾したポリエーテルアセタール、疎水性修飾したポリエーテルウレタン、会合性
ポリマー、疎水性修飾したセルロール系ポリマー、ポリエチレンオキサイド－プロピレン
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オキサイドコポリマー、キトサン、クレイ、および、非イオン系、アニオン性、疎水性修
飾した、両性、カチオン性多糖類、キトサン、スターチ、アルギン酸塩、コンニャクのゴ
ム、クレイ、ポロキサマー（ポリオキシエチレン／ポリオキシプロピレンブロックポリマ
ー）からなる群より選択される機能性ポリマー、および、それらの混合物である、３６に
記載の組成物。
［３８］
前記成分は、非イオン系、カチオン性、アニオン性および両性セルロール系ポリマーであ
り、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピル
メチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、疎水性修飾したカルボキシメチルセル
ロース、カチオン性ヒドロキシエチルセルロース、カチオン性疎水性修飾したヒドロキシ
エチルセルロース、疎水性修飾したヒドロキシエチルセルロース、疎水性修飾したヒドロ
キシプロピルセルロース、カチオン性疎水性修飾したヒドロキシプロピルセルロース、カ
チオン性カルボキシメチルヒドロキシエチルセルロース、および、カチオン性ヒドロキシ
プロピルセルロースからなる群より選択される、３６に記載の組成物。
［３９］
前記成分は、非イオン系、アニオン性、疎水性修飾した、両性およびカチオン性ポリガラ
クトマンナンであり、カルボキシメチルグアール、ヒドロキシプロピルグアール、疎水性
修飾したグアール、カルボキシメチルグアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウ
ム塩化物、グアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩化物、および、ヒドロ
キシプロピルグアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩化物、ヒドロキシブ
チルグアール、ヒドロキシブチルグアールヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウム塩
化物、ヒドロキシエチルグアール、ヒドロキシエチルグアールヒドロキシプロピルトリメ
チルアンモニウム塩化物、および、ローカストビーンからなる群より選択される、３６に
記載の組成物。
［４０］
前記成分は、増粘剤であり、ＮａＣｌ、ＮＨ４Ｃｌ、ＫＣｌ、および、脂肪族アルコール
、脂肪酸エステル、脂肪酸アミド、脂肪族アルコールポリエチレングリコールエーテル、
ソルビトールポリエチレングリコールエーテル、ポリエチレンオキサイド脂肪酸エステル
、モノステアリン酸エチレングリコールまたはジステアリン酸エチレングリコール、コカ
ミドプロピルベタイン、クレイ、シリカ、セルロール系ポリマー、キサンタン、アルギン
酸塩、グアールおよびグアール誘導体、カラゲナン、コンニャク粉末、ゼラチン、デキス
トリン、ペクチン、スターチ、および、それらの混合物からなる群より選択される、３６
に記載の組成物。
［４１］
前記成分は、シリコーン材料であり、ポリオール、アミノ、第四アンモニウム、または、
シロキサン構造中のその他の官能基を含む、シクロシロキサン、直鎖状シロキサン、櫛型
またはグラフトシロキサン構造、および、それらの混合物からなる群より選択される、３
６に記載の組成物。
［４２］
前記成分は、場合により、Ｃ６～Ｃ２４のアルキル基、置換または非置換アミン基、チオ
ール基、アルコキシル化した基、水酸基、アシルオキシアルキル基を含む、ポリエチレン
オキシ、および／または、ポリプロピレンオキシ基からなる群より選択されるその他の官
能基である、４１に記載の組成物。
［４３］
前記シリコーン材料は、ポリアルキルシロキサン、ポリアリールシロキサン、ポリアルキ
ルアリールシロキサン、および、それらの混合物からなる群より選択される、４１に記載
の組成物。
［４４］
前記成分は、ポリジメチルシロキサン、鎖の末端がヒドロキシル化されたポリジメチルシ
ロキサン、および、それらの混合物からなる群より選択されるポリアルキルシロキサンで
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ある、４３に記載の組成物。
［４５］
前記成分は、アニオン性、カチオン性、両性または非イオン系界面活性剤、または、それ
らの混合物である、３６に記載の組成物。
［４６］
１に記載のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を製造するプロセスであって、（
ａ）少なくとも１種のカチオン性多糖類またはカチオン性に誘導体化した多糖類と、前記
多糖類またはそれらの誘導体の重量平均分子量（Ｍｗ）とを、上限１，０００，０００ダ
ルトンに減少させる少なくとも１種の試薬とを反応させること、および、（ｂ）カチオン
性酸化多糖類を回収し、１に記載のカチオン性酸化多糖類組成物を製造することを含む、
前記プロセス。
［４７］
前記カチオン性多糖類またはカチオン性に誘導体化された多糖類を、水性媒体中で試薬で
処理し、処理された多糖類の水性分散液を製造し、１に記載の組成物を製造する、４６に
記載のプロセス。
［４８］
前記試薬は、過酸化物、過硫酸塩、過マンガン酸塩、過塩素酸塩、次亜塩素酸塩、酸素、
および、生化学的な酸化剤からなる群より選択される酸化試薬である、４６に記載のプロ
セス。
［４９］
前記酸化試薬は、過酸化水素である、４６に記載のプロセス。
［５０］
前記酸化試薬は、生化学的な酸化試薬であり、オキシゲナーゼである、４８に記載のプロ
セス。
［５１］
前記オキシゲナーゼは、ガラクトースオキシダーゼである、５０に記載のプロセス。
［５２］
前記試薬は、加水分解試薬をさらに含む、４８に記載のプロセス。
［５３］
前記加水分解試薬は、加水分解酵素からなる群より選択される、５２に記載のプロセス。
［５４］
前記加水分解酵素は、ヘミセルラーゼからなる群より選択される、５３に記載のプロセス
。
［５５］
前記ヘミセルラーゼは、マンナナーゼである、５４に記載のプロセス。
［５６］
前記加水分解試薬は、有機酸または鉱酸である、５２に記載のプロセス。
［５７］
前記カチオン性多糖類またはカチオン性に誘導体化された多糖類は、セルロースエーテル
、または、ポリガラクトマンナンである、４６に記載のプロセス。
［５８］
前記カチオン性多糖類またはカチオン性に誘導体化された多糖類は、グアールおよびグア
ール誘導体からなる群より選択されるポリガラクトマンナンである、５７に記載のプロセ
ス。
［５９］
前記カチオン性多糖類またはカチオン性に誘導体化された多糖類は、カチオン性ヒドロキ
シエチルセルロース（ＨＥＣ）、カチオン性の疎水性修飾したヒドロキシエチルセルロー
ス（ＨＭＨＥＣ）、カチオン性ヒドロキシプロピルメチルセルロース（ＨＰＭＣ）、カチ
オン性ヒドロキシプロピルセルロース（ＨＰＣ）、カチオン性エチルヒドロキシエチルセ
ルロース（ＥＨＥＣ）、カチオン性メチルヒドロキシエチルセルロース（ＭＨＥＣ）、お
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よび、カチオン性メチルセルロース（ＭＣ）からなる群より選択されるセルロースエーテ
ル、および、それらの混合物である、５７に記載のプロセス。
［６０］
メタ重亜硫酸ナトリウム、亜硫酸水素ナトリウム、次亜塩素酸ナトリウム、または、亜塩
素酸ナトリウムの添加をさらに含む、４６に記載のプロセス。
［６１］
水溶液から、乾燥した状態の前記誘導体化した多糖類を回収することをさらに含む、４７
に記載のプロセス。
［６２］
前記カチオン性ポリガラクトマンナンまたはカチオン性に誘導体化したポリガラクトマン
ナンは、粉末、フラワー、または、スプリットの形態である、５８に記載のプロセス。
［６３］
皮膚、毛髪、タンパク質、ポリエステル、セルロース、紙、および、テキスタイル基材か
らなる群より選択される表面をコンディショニングするための、１に記載の組成物を含む
組成物。
［６４］
少なくとも１種のその他の活性家庭用成分をさらに含む家庭用ケア組成物である、１に記
載の組成物。
［６５］
前記活性家庭用成分は、昆虫忌避剤、ペット用脱臭剤、ペット用シャンプー活性物質、工
業グレードの固形および液体石鹸活性物質、食器洗い用石鹸活性物質、多目的型クリーナ
ー、消毒剤、芝生および植物の栄養補給剤、水処理剤、敷物および室内装飾材料用クリー
ニング活性物質、ランドリー用柔軟剤活性物質、ランドリー用洗浄剤活性物質、便器クリ
ーニング剤、織物用サイズ剤、集塵剤、再付着防止剤、テキスタイル用クリーニング剤、
柔軟剤、静電防止剤、および、潤滑剤からなる群より選択される、６４に記載の家庭用ケ
ア組成物。
［６６］
着色剤、保存剤、抗酸化剤、漂白剤、活性増強剤、乳化剤、機能性ポリマー、増粘剤、ア
ルコール、脂肪または脂肪族化合物、油、界面活性剤、芳香剤、懸濁化剤、シリコーン材
料、および、それらの混合物からなる群より選択される少なくとも１種の追加の成分をさ
らに含む、６４に記載の家庭用ケア組成物。
［６７］
少なくとも１種のその他の活性パーソナルケア成分をさらに含むパーソナルケア組成物で
ある、１に記載の組成物。
［６８］
前記活性パーソナルケア成分は、香料、皮膚用冷却剤、皮膚軟化薬、モイスチャライザー
、消臭剤、制汗活性物質、保湿剤、クレンジング剤、日焼け止め活性物質、ヘアートリー
トメント剤、口腔ケア剤、義歯接着剤、シェービング活性物質、化粧品、および、ネイル
ケア活性物質からなる群より選択される、６７に記載のパーソナルケア組成物。
［６９］
前記組成物は、ヘアケア、スキンケア、サンケア、ネイルケア、および、口腔ケアからな
る群より選択される製品である、６７に記載のパーソナルケア組成物。
［７０］
前記製品は、シリコーン材料、炭化水素油、パンテノールおよびそれらの誘導体、パント
テン酸およびそれらの誘導体、ならびに、それらの混合物からなる群より選択されるコン
ディショニング剤を含むヘアケア製品である、６９に記載の組成物。
［７１］
前記製品は、シリコーン材料、炭化水素油、パンテノールおよびそれらの誘導体、パント
テン酸およびそれらの誘導体、ならびに、それらの混合物からなる群より選択されるコン
ディショニング剤を含むスキンケア製品である、６９に記載の組成物。
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［７２］
前記スキンケア製品は、多価アルコール、および、炭化水素からなる群より選択される皮
膚軟化薬を含む、７１に記載の組成物。
［７３］
前記製品は、１に記載のカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体の組成物を、総量に
基づき９９重量％以下で含むヘアケア製品またはスキンケア製品である、６９に記載の組
成物。
［７４］
前記組成物は、着色剤、保存剤、抗酸化剤、アルファまたはベータヒドロキシ酸、活性増
強剤、乳化剤、機能性ポリマー、増粘剤、アルコール、脂肪または脂肪族化合物、抗菌性
化合物、ジンクピリチオン、シリコーン材料、ふけ防止剤、炭化水素ポリマー、皮膚軟化
薬、油、界面活性剤、フレーバー、芳香剤、医薬品、リジュビネイティング剤、懸濁化剤
、安定化殺生剤、および、それらの混合物からなる群より選択される少なくとも１種の追
加の成分をさらに含む、６７に記載のパーソナルケア組成物。
［７５］
水を、組成物の総量の１～９９重量％の量でさらに含む、１に記載の組成物。
［７６］
一成分として、アルデヒド官能基を導入し分子量を減少させる酸化試薬を用いて多糖類を
処理することによって製造されたカチオン性酸化多糖類またはそれらの誘導体を組成物に
添加することを含む、パーソナルケアまたは家庭用ケア組成物の製造方法。
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